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  この年報は、令和７年中（一部年度）の  

小松市消防本部管内における諸般の消防状況

を統計集録し、将来の消防行政運営の参考に  

資するために編集したものです。  

 

 令和８年８月  

小松市消防本部  
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小松市の概要 

 小松市は、石川県西南部に広がる豊かな加賀平野の中央に位置し、観光と産業の都市として発展し、

南加賀の中枢を担っています。東には、霊峰白山がそびえ、そのすそ野には緑の丘陵地、そして田園

平野が広がり、それを縫うように梯川が流れ、西の日本海（安宅の海）に注いでいます。 

 市内には北陸自動車道、IRいしかわ鉄道が南北に走り、2024年には北陸新幹線小松駅が開業。また

空の玄関「小松空港」など、高速幹線交通網と国際化への整備をより一層進めています。そして江戸時

代から脈々と受け継がれてきた伝統芸能「曳山子供歌舞伎」や歌舞伎「勧進帳」の舞台となった「安宅」

の歴史と文化を市民と一体となり、「歌舞伎のまち・こまつ」として、更に活気と魅力にあふれる機能的な

都市づくりを続けています。 

  

❀市の木…松 平安中期、花山法皇が梯川のほとりに花園をつくり、稚松を植えられたことから、この地

は「小松」と呼ばれるようになりました。 

❀市の花…梅 小松市の基礎を築いた、加賀三代藩主前田利常公の家紋である「剣梅鉢」が由来で

す。 

 

位 置 

東 経 １３６°２２′～ １３６°３６′ 

標 高 

最 高 
１，３６８ｍ

（大日山）      
北 緯  ３６°０８′～ ３６°２６′ 最 低      １ｍ 

 

面 積 ３７１．０５ｋ㎡ 

東  西 ２５.５ ｋｍ 

南  北 ３３.１ ｋｍ 

  

 年 人      口 世 帯 数 

人口・ 

世帯の 

推 移 

令和６年 １０６，１１５人 ４５，６７４世帯 

令和７年 １０５，４８４人 ４６，０１８世帯 

令和８年 １０４，７８５人 ４６，３８７世帯 

                                                                  （各年１月１日現在） 



 

消防本部・消防団配置図 
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小松市概要図 
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IR いしかわ鉄道 

北陸新幹線 



消防本部 3課　1センター

2署　3出張所

消 防 団 1団　17ヶ分団

第6白江分団 第12那谷分団

第16大杉谷分団

第5板津分団 第11矢田野分団 第17西尾分団

団　長

女性分団 第4牧分団 第10月津分団

団本部 第3安宅分団 第9粟津分団 第15金野分団

第1稚松分団 第7苗代分団 第13中海分団

第2芦城分団 第8御幸分団 第14国府分団

小松市消防の機構

消防長

市　長

予防課

警防課

消防総務課

南消防署

(令和8年4月1日現在)

粟津温泉
出張所

消防指令
センター

東出張所

西出張所

中消防署
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消防本部事務分掌

消防総務課

①公印に関すること ⑨情報公開及び個人情報保護に関すること
②予算に関すること ⑩消防行政財産の管理に関すること
③消防職員の任免，分限，服務等に関すること ⑪消防職員委員会に関すること
④消防職員の給与に関すること ⑫消防職員等の表彰に関すること
⑤消防職員の福利厚生及び公務災害に関すること ⑬消防職員の研修に関すること
⑥条例，規則等に関すること ⑭消防団に関すること
⑦文書の収受，発送及び保存に関すること ⑮消防音楽隊に関すること
⑧消防業務の企画，調査及び調整に関すること ⑯その他他の課に属さないこと

①火災予防対策に関すること ⑨ガス用品の規制に関すること
②火災予防査察及び防火管理に関すること ⑩液化石油ガス器具等の規制に関すること
③火災予防の広報に関すること ⑪高圧ガスその他特殊な物質の防火に関すること
④消防用設備等に関すること ⑫防火協力団体に関すること
⑤危険物の規制に関すること ⑬市民防災センター(しみん防災館)に関すること
⑥建築物の確認等の同意に関すること ⑭住宅用防災機器に関すること
⑦電気用品の規制に関すること ⑮その他予防業務に関すること
⑧火薬類(煙火に限る)の規制に関すること

①火災等の警防対策及び調査に関すること
②防災計画及び災害対策に関すること
③消防隊等の出動計画に関すること
④消防防災訓練に関すること
⑤救急及び救助の総合管理に関すること
⑥消防水利施設に関すること
⑦消防機械器具に関すること
⑧自主防災組織の育成指導に関すること

⑨その他警防業務に関すること

①出動指令に関すること
②消防通信及び通信機器に関すること
③消防統計及び消防情報に関すること
④火災警報及び気象情報に関すること
⑤消防業務の電算化の調査研究に関すること
⑥その他情報管理及び指令業務に関すること

消防署所事務分掌

①公印に関すること ⑩消防機械器具の整備保全に関すること
②文書の収受，発送及び保存に関すること ⑪救急業務に関すること
③署員の配置，服務及び規律に関すること ⑫火災予防対策に関すること
④署員の福利厚生に関すること ⑬火災予防査察及び防火管理に関すること
⑤警防業務及び警防活動に関すること ⑭
⑥

⑮消防団に係る業務協力に関すること
⑦自主防災組織の育成指導に関すること ⑯防火関係諸団体に係る業務協力に関すること
⑧消防防災訓練に関すること ⑰救助業務に関すること
⑨消防地水利の調査保全に関すること ⑱その他署の必要な事項に関すること

小松市民防災センターに係る業務協力に関する
こと

警防課

（消防指令センター）

予防課

火災の原因及び損害の調査並びにその他の災
害の調査に関すること
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消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

そ

の

他

の

職

員

- - - - - - - -

1 5 23 38 31 6 31

1

1

1 2 4 1

1 2 2 2

1 3 2

3
（2）

4 2 1 3

4

1

1 4 9 12 6 1 7

中 消 防 署
1

（0）
3 13 7 3 9 35

東 出 張 所 3 1 5 3 12

西 出 張 所 3 2 4 3 12

南 消 防 署 1 4 7 4 2 6 24

粟津温泉出張所 1 3 5 3 12

1 14 26 25 5 24

1 5 23 38 31 6 31合 計

予 防 課

署
　
所

1

消防職員配置表

次 長

8

140

135

1

1

消 防 総 務 課

合

計

定 員

(令和8年4月1日現在)

消 防 長

実 員

7

40

95

59

36

135

4

県航空消防防災室派遣

小 計

県 消 防 学 校 派 遣

12

小 計

警 防 課

消防指令 セ ン タ ー

6

階 級

所 属
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消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

1 4 5
1年以上 2年未満 4 4
2年以上 3年未満 1 4 5
3年以上 4年未満 4 4
4年以上 5年未満 3 3
5年以上 6年未満 4 4
6年以上 7年未満 1 3 4
7年以上 8年未満 2 2
8年以上 9年未満 1 1
9年以上 10年未満 1 2 3
10年以上 11年未満 1 5 6
11年以上 12年未満 3 3
12年以上 13年未満 3 3
13年以上 14年未満 1 7 8
14年以上 15年未満 3 3 6
15年以上 16年未満 5 2 7
16年以上 17年未満 5 5 10
17年以上 18年未満 2 5 7
18年以上 19年未満 4 1 5
19年以上 20年未満 2 2
20年以上 21年未満 2 2
21年以上 22年未満 2 2
22年以上 23年未満 3 3
23年以上 24年未満
24年以上 25年未満
25年以上 26年未満
26年以上 27年未満
27年以上 28年未満 1 1
28年以上 29年未満 2 2
29年以上 30年未満 4 4
30年以上 31年未満 2 2
31年以上 32年未満 3 1 4
32年以上 33年未満 1 1
33年以上 34年未満 1 2 1 4
34年以上 35年未満 1 1 2
35年以上 36年未満 1 3 4
36年以上 37年未満 1 2 3
37年以上 38年未満
38年以上 39年未満 2 2
39年以上 40年未満 1 1
40年以上 41年未満
41年以上 42年未満 1 1
42年以上 43年未満 2 2
43年以上 44年未満
44年以上 45年未満 3 3

1 5 23 38 31 6 31 135

1年未満

合　　計

消防職員勤続年数表
（令和8年4月1日現在）

消防吏員

そ
の
他
の

職
　
員

合

　
計

階 級

年 数
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消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

1 1
2 2
1 1
2 2
3 3
5 5
4 4
6 6
3 3
2 2

4 1 5
2 2

6 6
6 1 7
3 3
4 4
3 3

1 2 3
3 4 7
3 3
5 1 6
6 2 8
1 1
4 4
3 3
1 1
2 2

1 1
3 3

1 1
6 1 7
3 3 6

1 2 3
1 1

2 2 4
1 1

1 1 2
1 1

1 1
4 4

3 3

1 5 23 38 31 6 31 135

60
61
62

合　 計

（平均年齢  38.46歳）

59

48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58

47

36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46

35

24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

23

年齢別職員数
（令和8年4月1日現在）

消防吏員 そ

の

他

の

職

員

合

計

18
19
20
21
22

階 級

年齢（歳）
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令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

消

防

庁

長

官

1 1 2 1

3 1 2 2

3 2 4 7 10

市
長

個人

団体（組） 2

40年

30年 1 2 1 5 3

20年 3 2

1 1 1 1

11 5 7 20 19

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

消防活動協力者

一般市民表彰状況（過去5年間）

合　　　　　計

全国消防協会　全国優良消防職員

全
国
消
防
長
会

優良職員表彰

功労章

永年勤続功労者

県
知
事

永年勤続職員

永年勤続功労章

特別功労

消防職員表彰状況（過去5年間）

永年勤続功労章 

消防功労章

消
防
長

年度種別

年度
種別
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予算額 決算額

                                 1,806,000 2,328,478

                                60,876,000 63,239,000

                                    500,000

                                       3,000 2,627

                                 1,000,000 1,000,000

                                 1,485,000 1,472,715

                                24,221,000 24,061,949

                                89,891,000 92,104,769

予算額 決算額

報　　　　　　　酬 2,051,000 2,047,892

給 料 477,124,000 473,634,115

職 員 手 当 331,360,000 324,979,744

共 済 費 150,813,000 150,675,293

報 償 費 806,945 758,081

旅 費 1,511,055 1,228,830

需 要 費 45,070,093 42,799,320

役 務 費 12,078,000 11,399,958

委 託 料 27,285,041 27,157,709

使用料及び賃借料 4,977,840 4,750,718

備 品 購 入 費 3,756,000 3,466,832

負担金補助金交付金 9,504,870 9,159,396

小 計 1,066,337,844 1,052,057,888

合 計

諸 収 入

2．歳出
（単位　円）

寄 付 金

常
　
備
　
消
　
防
　
費

繰 入 金

令和6年度消防費決算

1．歳入
（単位　円）

財 産 収 入

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

区 分

区 分
款

節目
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（単位　円）

予算額 決算額

報 酬 36,681,299 36,226,598

災 害 補 償 費 2,554,928 2,303,629

報 償 費 12,806,000 10,948,050

旅 費 242,820 242,820

需 用 費 8,562,000 8,124,772

役 務 費 208,000 164,210

委 託 料 1,843,280 1,658,291

使 用 料 及 び 賃 借 料 324,720 83,370

備 品 購 入 費 6,730,000 6,645,100

負担金補助金交付金 20,262,800 17,593,489

積 立 金 1,000,000 1,000,000

小 計 91,215,847 84,990,329

旅 費 139,000 18,580

需 用 費 17,502,609 16,887,749

役 務 費 3,784,000 2,689,552

委 託 料 43,649,700 42,390,430

使 用 料 及 び 賃 借 料 12,600,000 12,583,497

工 事 請 負 費 408,175,000 384,599,961

原 材 料 費 145,000 84,480

備 品 購 入 費 104,049,000 78,295,470

負担金補助金交付金 12,700,000 12,698,120

公 課 費 910,000 774,800

小 計 603,654,309 551,022,639

1,761,208,000 1,688,070,856

147,856,000 126,131,228

1,909,064,000 1,814,202,084

(歳出のつづき）

非
 
常
 
備
 
消
　
防
　
費

消 防 費 合 計

消 防 本 部 所 管 合 計

災 害 対 策 費 （ 市 所 管 部 局 ）

消
 
防
 
施
　
設
　
費

区 分
節目
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報 酬

給 料

職 員 手 当

共 済 費

報 償 費

旅 費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び 賃 借 料

備 品 購 入 費

負 担 金 補 助 金 交 付 金

小 計

報 酬

災 害 補 償 費

報 償 費

旅 費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び 賃 借 料

備 品 購 入 費

負 担 金 補 助 金 交 付 金

小 計

令和8年度消防費歳出予算（当初）

目 節

511,682,000

（単位　円）

予算額

2,195,000

常備消防費

279,000

2,045,000

非常備消防費

167,264,000

510,000

1,149,563,000

50,027,000

12,897,000

96,608,000

10,386,000

9,379,000

6,736,000

208,000

5,444,000

1,000,000

12,744,000

429,000

878,000

21,237,000

365,729,000

45,866,000

12,236,000

7,000,000
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目 節

旅 費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び 賃 借 料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助金交付金

公 課 費

小 計

　消防本部所管合計

　災害対策費（市総務課等）

　災害対策費（市総務課等）

年度／区分 消防予算 一般会計との比

令和4年 1,582,168 3.4%

令和5年 1,502,986 3.1%

令和6年 1,752,480 3.4%

令和7年 1,891,234 3.5%

令和8年 1,784,890 3.1%

年度／区分 予算額（千円） 一世帯当たり（円） 一人当たり（円）

令和4年 35,526 14,850

令和5年 33,223 14,155

令和6年 38,321 16,563

令和7年 41,154 17,965

令和8年 38,841 16,956

1,891,234

51,650,000

一般会計予算

災 害 対 策 費 （ 市 所 管 部 局 ）

（予算のつづき）

213,791,000

145,000

97,747,000

（単位　 円）

予算額

106,000

18,151,000

11,729,000

4,444,000

12,909,000

消防施設費

13,684,000

931,000

373,637,000

1,784,890

1,752,480

1,619,808,000

165,082,000

最近5年間の一般会計予算と消防予算の比較（当初）

消 防 本 部 所 管 合 計

1,502,986

47,720,000

最近5年間の消防費と単位費用（当初）

57,680,000

46,970,000

1,582,168

消 防 費 合 計

（単位　千円）

1,784,890,000

53,810,000
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敷地 5,629.216

電話 0761-20-1119 建 1,042.200

FAX 0761-23-0119 延 3,913.310

電話 0761-20-2712

FAX 0761-23-0119

電話 0761-20-2706 H12・4

FAX 0761-23-0119 454.000 開設

鉄筋コンクリート5階建 建 49.000 S55・5

延 245.000

補助訓練塔 鉄骨2階建 H23・5

鉄骨平屋建 H27・3

鉄骨平屋建 H24・1

敷地 994.590

電話 0761-47-3519 鉄骨平屋建 建 303.860 H19・4

FAX 0761-47-4519 延 296.660

敷地 2,289.600 R6・10

敷地 1,317.620

電話 0761-21-9249 鉄筋コンクリート平屋建 建 521.130 S50・5

FAX 0761-21-9249 延 521.130

敷地 2,571.100

建 496.320

延 1,069.210

建 (355.210)

延 (852.310)

敷地 805.000

電話 0761-65-1393 鉄筋コンクリート2階建 建 326.820 S57・2

FAX 0761-65-1393 延 546.640

※面積（　　）内は、併設建物のうち書き

アスファルト
一部コンクリート
(ヘリポート及び訓練場)

車　　　庫 園町ホ110番地2
本部と同一敷地
延　　  　 113.210

油　　　庫 園町ホ110番地1
本部と同一敷地
延　　　　　　8.120

西軽海町二丁目204番地14
東部消防防災
ステーション

鉄筋コンクリート3階建 S60・3

支所　南部行政

サービスセンター

本　　　署

蓑輪町ハ84番地2
         0761-44-2591
         0761-44-5586南

消
防
署

本署・市役所南

井口町と34番地

粟津温泉出張所

併設

本部と同一敷地
延　　　　  31.130

中
消
防
署

本　　　署 消防本部庁舎に併設（上記記載）

東出張所

西軽海町二丁目204番地14

西出張所

長崎町四丁目3番地

訓練塔

H11・4

・しみん防災館

併設

中消防署

しみん防災館
展示面積

本部と同一敷地

園町ホ110番地1

鉄筋コンクリート4階建
免震構造

(令和8年4月1日現在)

園町ホ110番地1

庁舎施設概要

名　　称 所在地・電話等 構　　造 竣工

敷地面積（㎡）

建築面積（㎡）

延床面積（㎡）

本部・中消防署 園町ホ110番地1

電話
FAX
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ポ ン プ 車 6 9.0 1 1 2 1 1

水槽付ポンプ車 2 9.5 1 1

救 助 工 作 車 1 12.0 1

梯 子 車 1 2.0 1

指 揮 車 2 14.5 1 1

調 査 車 3 17.0 3

救 急 車 5 7.4 1 1 1 1 1

指 導 車 等 6 10.2 1 1 1 1 2

災 害 支 援 車 1 22.0 1

小 型 除 雪 車 1 38.0 1

合 計 28 14.2 1 1 1 2 2 1 1 1 1 3 3 11

本部・署所車両車齢一覧表
(令和8年4月1日現在)

車　　　種
車両
台数
（台）

平均
車齢
（年）

車　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢

1
年
未
満

1
年

2
年

3
年

4
年

5
年

6
年

7
年

8
年

9
年

10
年

11
年

12
年
以
上
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事務連絡車 スズキ EBD-DA64V 石川480 え4588 H21.11.19

事務連絡車２ スズキ 5AA-MK53S 石川580 ほ7193 R2.11.19

広 報 車 三菱 5BA-GK1W 石川800 す 1329 R5.1.13

小型除雪車 コマツ WA30-2 小松市 83 S62.12.2

予防課 予防１号車 ニッサン CBA-NT30 石川800 さ 6876 H19.2.23

指揮１号車 トヨタ 3DF-GDH206V改 石川830 る 100 R5.1.12

指揮２号車 トヨタ GF-UZJ100W 石川800 さ 1017 H12.3.29

調査１号車 トヨタ DBA-ZRR75G 石川800 さ 8495 H24.12.20

水難１号車 トヨタ CBF-TRH226K 石川800 さ 9374 H27.11.27

第 ２ 号 車 イスズ TKG-NMS85AN 石川800 さ 9439 H28.2.24

第 ３ 号 車 日野 ＧＸ２ＡＢー１０２０１９ 石川830 そ 300 R7.2.6

第 ４ 号 車 イスズ TKG-NMS85AN 石川800 さ 9366 H27.11.18

梯子１号車 日野 2DG-PR1APJF 石川830 さ 2310 R5.9.8

救 助 1 号 車 日野 SDG-GX7JGAA改 石川800 は 750 H26.2.21

救急指導車 ダイハツ EBD-S331V 石川480 き 5534 H26.7.16

機材搬送車 日野 KK-XZU411M 石川800 さ 4034 H15.4.17

救急３号車 ニッサン CBF-CS8E26改 石川830 さ 1193 R3.2.24

救急１号車 ニッサン CBF-FPWGE50改 石川830 ま 119 H30.3.6

第 ５ 号 車 イスズ SDG-NMS85AN 石川800 さ 8261 H24.3.21

救急２号車 ニッサン CBF-FPWGE50改 石川800 さ 9118 H27.1.6

第 １ 号 車 日野 TKG-XZU685M 石川800 さ 9022 H26.9.29

第 ７ 号 車 日野 BDG-GD7JGWA 石川800 は 612 H20.3.26

第 ８ 号 車 イスズ 2PG-NMS88AN 石川800 す 2346 R8.3.23

救急５号車 ニッサン CBF-CS8E26改 石川830 さ 1195 H31.3.8

調査２号車 トヨタ DBA-AZR65G 石川800 さ 6530 H18.6.6

第 ６ 号 車 イスズ TKG-NMS85AN 石川830 ほ 119 H29.1.26

救急４号車 トヨタ CBF-TRH226S 石川830 さ 380 R2.1.29

防災指導車 スズキ EBD-DA64V 石川480 え 2088 H21.11.20

本部・署所車両仕様一覧表

所　　属 名　称 車　名・型　式 車両登録番号 登録年月日

消防総務課
本
　
　
部

本 署

警防課

粟津温泉
出張所

中
　
　
　
消
　
　
　
防
　
　
　
署

本　　　署

東出張所

西出張所

南
 

消
 

防
 

署
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（令和8年4月1日現在）

級別 製造会社

650 無 事務連絡用車両

650 無 事務連絡用車両

1,490 7波 4WD

1,413 無 0.4㎥バケット付　ミニホイールローダ

1,990 7波 予防査察車

2,750 7波 4WD

4,660 7波 4WD

1,980 7波 4WD

2,690 7波 4WD

2,990 A-2 長　　野 7波 4WD普通ポンプ車（700㍑水槽付）

5,120 A-2 モ　リ　タ 7波 水槽付（2,000㍑）ポンプ車（ＣＡＦＳ装置）

2,990 A-2 モ　リ　タ 7波 4WD普通ポンプ車

8,860 モ　リ　タ 7波 35m級先端屈折式伸縮水路管付きはしご車

6,400 7波 救助工作車Ⅱ型・ハイルーフ・前後引きウインチ

650 7波 救急応急手当普及指導車

4,890 7波 2WD2.6ｔクレーン付3ｔ平ボディートラック

2,480 7波 4WD高規格救急車（弁慶号）

3,490 7波 4WD高規格救急車（義経号）

2,990 A-2 長　　野 7波 4WD普通ポンプ車（800㍑水槽付）

3,490 7波 4WD高規格救急車（富樫号）

4,000 A-2 長　　野 7波 4WD普通ポンプ車（800㍑水槽付）

6,400 A-2 モ　リ　タ 7波 水槽付（1,500㍑）ポンプ車

2,990 A-2 日本機械 7波 4WD普通ポンプ車

2,480 7波 4WD高規格救急車（曳山号）

1,990 7波 原因調査車

2,990 A-2 長　　野 7波 4WD普通ポンプ車（700㍑水槽付）

2,690 7波 4WD高規格救急車（利常号）

650 無 救急応急手当普及指導車

高度救命救急資器材一式

総排気量
(cc)

ポ　ン　プ

無　　線 備　　　　　　　　　考

救助資器材一式

高度救命救急資器材一式

高度救命救急資器材一式

高度救命救急資器材一式

高度救命救急資器材一式
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消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

警防科 1 2 2

予防査察科 1 2 1 1

火災調査科 1 2 1 1

救急科 1 4 4

救急救命士生涯
教育講習

1 2 2

兼任救急隊員
教育講習

1 1 1

通信指令員技術
向上講習

1 1 1

水難救助科 1 2 2

1 4 4

9 20 2 3 1 14合　　計

県
消
防
学
校

初任教育科

専科教育

(令和7年度)

特別教育

派遣研修（消防学校等）実施状況  

区     分

受
講
回
数

(

回

）

受
講
人
数

（
人

）

消防吏員(人）
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消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

1 3 2 1

1 1 1

1 3 3

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 2 2

1 1 1

1 1 1

10 15 1 2 8 4合　　　　計

レスキューデイズ

PWCレスキューライセンス

ＢＬＳＯプロバイダーコース

研
修
会
等 消防大学校　幹部科　

救急救命東京研修

水上バイク免許取得

玉掛け・小型移動式クレーン技能講習

研修（資格取得・職員研修等）実施状況

区     分

実
施
回
数

（
回

）

受
講
人
数

（
人

)

(令和7年度)

消防吏員(人）

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習資
格
取
得

大型自動車免許取得

小型船舶免許取得
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延べ回数(回） 延べ人員（人） 延べ回数（回） 延べ人員（人）

体 力 錬 成 訓 練 1 6

出 動 訓 練 12 106

走 行 訓 練 40 108

消 防 用 器 具 操 作 83 446

消 防 ポ ン プ 操 作 3 94 60 381

梯 子 車 等 操 法 3 21 24 128

救 助 操 作 107 732

救 急 応 急 処 置 法 64 228

小 計 6 115 391 2,135

10 111

消 防 訓 練 2 48 61 671

救 助 訓 練 4 104 38 255

水 難 救 助 訓 練 3 33 16 135

救 急 訓 練 2 75 55 193

水 防 訓 練 1 18

小 計 11 260 181 1,383

3 77 10 114

2 113 3 28

45 346

22 565 630 4,006合 計

訓練実施状況
（令和7年度）

特　別　研　修 所　属　研　修

基
 
本
 
訓
 
練

図 上 訓 練

応
 
用
 
訓
 
練

総 合 訓 練

合 同 訓 練

そ の 他 の 訓 練

訓練種別

区 分
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音楽隊

3

2

3

1

10

19

合　　計

1

1

18

20

編成表
(結成　昭和53年6月28日)

(令和8年4月1日現在)

隊　長 副　長
楽　長

（隊員兼務）
副楽長

（隊員兼務）
トランペット（2）

トロンボーン（1）

木管楽器
隊員6名

クラリネット（2）

アルトサックス（2）

テナーサックス（1）

バリトンサックス（1）

チューバ（1）

運営委員
金管楽器
隊員5名

ユーフォニウム（1）

実員26名

（内、委嘱者7名）

打楽器・弦楽器

隊員3名

階級・年齢別隊員（委嘱者除く）
(令和8年4月1日現在)

司令長 司令 司令補 士長 副士長 消防士 合　　計

委嘱者
隊員7名

フルート（1）

トランペット（2）

トロンボーン（3）

パーカッション（1）

19歳以下

3

25～29 2

20～24

35～39 1

30～34 3

合　　計 1 4 5 4 5

40歳以上 1 4 5

令和7年度中の活動状況

消防関係 市・県関係 その他

式　典 1

その他

合　　計 2 18

イベント（パレード等） 1

演奏会 1 17

区分

年齢

対象

階級
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予  防 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



90

2

9

1

防火対象物定期点検報告

防災管理定期点検報告

防火対象物の点検制度

点 検 区 分 義 務 対 象 物 数 特例認定済対象物数

（令和8年4月1日現在）

表 示 マ ー ク （ 銀 ）

防火基準適合表示制度（適マーク制度）

（令和8年4月1日現在）

表 示 の 種 類 表示マーク交付対象物数

表 示 マ ー ク （ 金 ） 4
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※1 ※2

イ 劇場・映画館・演芸場・観覧場 8 6 6

ロ 公会堂・集会場 194 2 223 100

イ キャバレー・カフェ・ナイトクラブの類 1 1 1

ロ 遊技場・ダンスホール 11 10 5

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗等

ニ カラオケボックス・漫画喫茶・複合カフェ等 2 2

イ 待合・料理店の類 10 1 9

ロ 飲食店 144 2 5 104 59

百貨店・マーケット・店舗・展示場 243 1 132 74

イ 旅館・ホテル・宿泊所 44 13 7 29 43

ロ 寄宿舎・下宿・共同住宅 898 47 2 36 102

イ 病院・診療所・助産所 67 3 1 20 35

ロ 老人福祉施設・障害者施設等 51 48 48

ハ 老人福祉施設・児童福祉施設等 103 2 70 86

ニ 幼稚園・特別支援学校 10 7 3

学校・各種学校の類 53 1 43 23

図書館・博物館・美術館の類 12 1 9 5

イ 公衆浴場のうち、蒸気浴場・熱気浴場 1

ロ イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場 10 7 1

車両の停車場又は船舶・航空機の発着場 4 1 1 3

神社・寺院・教会の類 85 3 51 34

イ 工場・作業場 1,351 3 5 55 167

ロ 映画スタジオ・テレビスタジオ 1

イ 自動車車庫・駐車場 74 2 1 11

ロ 飛行機又は回転翼航空機の格納庫 27 1

倉庫 632 11 127

前各号に該当しない事業所 567 15 26 81 107

イ 特定防火対象物が存する複合用途対象物 284 10 3 93 72

ロ イ以外の複合用途対象物 148 6 2 11 22

地下街

準地下街

文化財又は重要美術品として指定された建造物 14 3 12

延長50メートル以上のアーケード 1

5,049 105 59 1,064 1,147

※1 延べ面積150㎡以上のもの

16の（2）

16の（3）

17

18

合　　　　計

うち
地上5階

以上

うち
地階を
有する
もの

防火
管理者

選任義務
対象物数

立入検査数

16

11

13

14

15

※2 法第4条の規定に基づく立入検査の延べ件数　（棟単位）

防火対象物の状況及び立入検査の実施状況表

12

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

防火
対象物
総数

区 分

項 目
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1

9
10 11

イ ロ

5 11 3

13

5

イ
15

イ

イ ロ イ ロ ハ ニ

4

5

ニ

1

ロ

12

1921 2 1 6

13 14414

10

イ

合計

11 12 14 132

1 2 312

11

1

ロロ

13

10 117 8 9

10 12 14 11

7

10 10 125

4 5 6

1
4

35

ロ

13

29

イ

2

3

1210 13 11

24 25 298

確 認 申 請

計 画 通 知

14

許 可 申 請

5

仮使用承認申請

計画変更申請

合 計

2

確 認 通 知

12

ロ
17 合　　計

8

16

5

イ

2 4 7

ハ

6

21

17

過去10年間建築同意件数

(令和7年度）
建築各申請取扱件数

20 15

2

12

21

件数

項

項

消防用設備等設置検査実施状況
（令和7年度）

98

1

イ ロ
14

件数

42 41

1

12

2

19

3

215 217

264

237

185
197

133 130
143 144

0

50

100

150

200

250

300

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

件

年度

月 別
種 別
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確認申請同意月別・用途状況

新

築

増

築

等

用

途

変

更

計

画

変

更

新

築

増

築

等

用

途

変

更

計

画

変

更

新

築

増

築

等

用

途

変

更

計

画

変

更

新

築

増

築

等

用

途

変

更

計

画

変

更

新

築

増

築

等

用

途

変

更

計

画

変

更

新

築

増

築

等

用

途

変

更

計

画

変

更

映画館・集会場

キャバレー・遊技場等

飲食店 1

店舗 1

旅館・ホテル 1

共同住宅・寄宿舎 1

幼稚園・特殊学校

学校

図書館・博物館

サウナ・公衆浴場

停車場・発着場

寺院・神社・教会

工場・作業場 1 1 1 1

自動車車庫 2 1

格納庫

倉庫 3 1 1 3 1 1

事務所等 1 1 2 1

前各号以外

複合用途 1 1 1

エレベータ

工作物等 1 2

長屋

専用住宅 2 1 1 4 6 2 7

その他 1 1 2 2 1

合　計 5 10 2 9 1 12 9 1 2 11 1 1

1病院・診療所

老人短期入所施設等

デイサービス・保育所等

1

７月 ８月 ９月４月 ５月 ６月

用途別

月 別

-25-



　

新

築

増

築

等

用

途

変

更

計

画

変

更

新

築

増

築

等

用

途

変

更

計

画

変

更

新

築

増

築

等

用

途

変

更

計

画

変

更

新

築

増

築

等

用

途

変

更

計

画

変

更

新

築

増

築

等

用

途

変

更

計

画

変

更

新

築

増

築

等

用

途

変

更

計

画

変

更

1 2

1 1 1 4

1 2

1 3 2 2 9

1 1

1 2 1 2 2 12

2 1 1 7

1 1

3 2 1 1 1 18

1 1 3 1 4 1 16

1 1 5

1 2 6

3 1 3 1 6 3 4 44

1 3 2 1 14

13 1 3 11 2 12 9 1 1 13 14 144

1

1

1

1

（令和7年度）

合　計

３月１１月 １２月 １月 ２月１０月
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屋

内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

販

売

取

扱

所

一

般

取

扱

所

移

送

取

扱

所

令和3年 2 114 88 8 105 1 96 6 75 1 71 567

令和4年 2 115 88 8 102 1 96 6 75 1 70 564

令和5年 2 114 87 8 101 1 95 6 75 1 70 560

令和6年 2 115 86 8 99 1 94 6 74 1 68 554

令和7年 2 116 76 8 96 1 83 6 74 1 66 529

危険物完成検査済証交付施設状況（過去5年間）

　(令和7年度)
危険物完成検査済証交付施設区分別割合

合
　
　
計

製

造

所

貯　　蔵　　所 取　　扱　　所

区 分

年 度

屋内貯蔵所 21.9%

屋外タンク貯蔵所

14.4%

屋内タンク貯蔵所

1.5%地下タンク貯蔵所

18.1%
簡易タンク貯蔵所

0.2%

移動タンク貯蔵所

15.7%

屋外貯蔵所 1.1%

給油取扱所 14.0%

販売取扱所

0.2%

一般取扱所 12.5% 製造所 0.4%
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屋

内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

販

売

取

扱

所

一

般

取

扱

所

移

送

取

扱

所

5倍以下 72 17 5 52 1 39 1 2 24 213

5倍超え
10倍以下

28 10 2 30 2 3 7 15 97

10倍超え
50倍以下

9 31 1 11 24 2 25 1 17 121

50倍超え
100倍以下

1 1 6 3 16 8 5 40

100倍超え
150倍以下

3 1 2 3 9

150倍超え
200倍以下

1 3 10 14

200倍超え
1,000倍以下

1 2 3 19 5 30

1,000倍超え
5,000倍以下

3 3

5,000倍超え
10,000倍以下

2 2

10,000倍を超えるもの

2 116 76 8 96 1 83 6 74 1 66 529

第 1 類 1 1

第 2 類 2 2

第 3 類

第 4 類 103 76 8 96 1 83 6 74 66 513

第 5 類

第 6 類

混 在 2 10 1 13

2 116 76 8 96 1 83 6 74 1 66 529合　　　計

数量別・類別危険物完成検査済証交付施設の分類
　(令和7年度)

数
　
量
　
別

類
　
別

貯　　蔵　　所 取　　扱　　所

合
　
　
計

製

造

所

合　　　計

区 分

区 別
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屋

内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

販

売

取

扱

所

一

般

取

扱

所

移

送

取

扱

所

設置 1 1 3 5

変更 2 2 4 6 3 5 22 44

設置 3 3 6

変更 2 2 4 6 3 5 18 40

水張

水圧

2 1 2 6 5 15 31

8 8

1 1 1 3

12 12

2 10 3 15 2 32

28 16 1 1 15 8 69

屋

内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

販

売

取

扱

所

一

般

取

扱

所

移

送

取

扱

所

18 10 1 1 43 16 14

仮 使 用 承 認

仮貯蔵仮取扱承認

危険物規制事務処理状況
(令和7年度)

貯　　蔵　　所 取　　扱　　所

合
　
　
計

製

造

所

そ

の

他

許 可

完成検査

タンク検査

譲 渡 引 渡 届

種類・数量変更届

立入検査実施回数 103

保安監督者選任届

危険物完成検査済証交付施設立入検査状況

貯　　蔵　　所 取　　扱　　所

合
　
　
計

製

造

所

廃 止 届

(令和7年度)

区 分

区 別

区 分

区 別
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火災・救急・救助 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



1． 火災件数

火災種別で見ると
3件増加
2件増加
1件増加
増減無し
増減無し
増減無し
1件減少
1件減少
増減無し
増減無し
2件増加

　
2． 火災活動数

3． り災状況

4． 焼損面積
焼損床面積は 2,184㎡で、前年より 1,515㎡増加
焼損表面積は 25㎡で、前年より72㎡減少

1件平均では、
焼損床面積は 145.6㎡で、前年より 89.8㎡増加
焼損表面積は 1.7㎡で、前年より 6.4㎡減少

5．
損害額は
1件平均では

6． 死傷者
死者は 1人で、前年より1人増加
負傷者は 5人で、前年より2人増加

計

建

物

林

野

車

両

そ

の

他
5 4 1

7 5 1 1

1 1

2 2

15 12 1 2

10,110千円で、前年より 6,303千円減少
151,653千円で、前年より 105,965千円増加

計

り 災 人 員

建物火災による

20

1269携帯電話から

覚知別火災状況
火災件数

車

両

そ

の

他

建

物

林

野

損害額（千円）

12件で、

2件で、

上記以外
合　　　計

加入電話から
携帯電話から

21棟で、前年より 9棟増加
16世帯で、前年より11世帯増加
35人で、前年より20人増加

373

焼 損 棟 数
り 災 世 帯 数

建物火災による

事後聞知

一般加入

加入電話から

建
物
床
面
積

（
㎡

）

建
物
表
面
積

（
㎡

）

林
　
野

（
a

）

警察電話

本部・署
280火災出動延べ人員（人）
89火災出動した消防自動車の延べ台数（台）

令和7年火災概要

火災件数は15件で、前年に比べ3件増加

0件で、
0件で、

爆 発

4件で、
2件で、

車 両 火 災
船 舶 火 災
航 空 機 火 災

林 野 火 災 0件で、
1件で、

ぼ や （ 火 元 建 物 ）

建 物 火 災
全 焼 （ 火 元 建 物 ）
半 焼 （ 火 元 建 物 ）
部分焼（火元建物）

4件で、
0件で、

そ の 他 火 災

58,433 58,433

119
52,1871,191

619

焼損面積

損害額

2件で、

消 防 団
518
50

21151,653 269151,363

1161 116

2,184

9

16

25

52,167

40,917 40,647

覚知方法

区分
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計

建

　
　
　
物

林

野

車

両

そ

　
の

　
他

計

全

　
　
　
焼

半

　
　
　
焼

部

　
分

　
焼

ぼ

　
　
　
や

計

全

　
　
　
損

半

　
　
　
損

小

　
　
　
損

建
物
床
面
積

(

㎡

)

建
物
表
面
積

(

㎡

)

林
　
　
　
野

（
ａ

）

計

建

　
　
　
物

林

野

車

両

そ

　
の

　
他

1

2 1 1 1 1 1 1 7 990 990 1

3 2 2 2 1 1 2 1 1 141 8,498 8,498 2

4 2 1 1 1 1 1 1 203 21,429 21,209 220 1

5 1 1 1 1 153 3,128 3,128

6 1 1 1 1

7 1 1 8 2 1 5 7 2 5 395 5 18,057 18,008 49 1

8 1 1 1 1 2 2 21 362 362

9 1 1 20 20

10 3 3 3 1 2 373 4 58,522 58,522 1

11 2 2 4 2 1 1 3 3 898 9 40,646 40,646

12

合
計

15 12 1 2 21 6 2 4 9 16 7 9 2,184 25 151,653 151,363 269 21 1 5

月別火災状況

死
　
　
 

者

負
　
傷
　
者

焼 損 面 積 損  害  額　（千円）焼 損 棟 数火 災 件 数 り災世帯数

月

区
分

月
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出 火 原 因

計 計

0 ～ 1

1 ～ 2

2 ～ 3 1 1 203 21,209 21,209 1 不明

3 ～ 4

4 ～ 5

5 ～ 6

6 ～ 7

7 ～ 8 2 1 1 294 74 220
排気管
その他

8 ～ 9 1 1 140 8,393 8,393 1 ストーブ

9 ～ 10 1 1 153 3,128 3,128 電気機器

10 ～ 11 2 2 416 5 18,419 18,370 49 1
煙突・煙道

その他

11 ～ 12

12 ～ 13 2 1 1 898 9 40,592 40,572 20
不明
不明

13 ～ 14 2 2 1 7 1,095 1,095 1 1
たばこ
不明

14 ～ 15 1 1 11 11 1 こんろ

15 ～ 16

16 ～ 17

17 ～ 18

18 ～ 19 1 1 4 78 78 焼却炉

19 ～ 20

20 ～ 21 2 1 1 373 58,434 58,433 1
放火

その他

21 ～ 22

22 ～ 23

23 ～ 24

15 12 1 2 2,184 25 151,653 151,363 269 21 1 5

原
 
　
 

因

建
物
表
面
積

(

㎡

)

林
　
野

(

a

)

建
　
　
　
物

林
　
　
　
野

車
　
　
　
両

時間別火災状況

合計

死傷者火 災 件 数 焼 損 面 積 損 害 額 （千円）

不明

建
 
 
 

物

林
　
　
　
野

車
　
　
　
両

そ
 

の
 

他

建
物
床
面
積

(

㎡

)

そ
　
の
　
他

死
　
 
 

者

負
　
傷
　
者

区
分

時
間
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計

建

　
　
　
　
物

林

野

車

両

そ

 
の

　
他

建
物
床
面
積

(

㎡

)

建
物
表
面
積

(

㎡

)

林

 
　
　
野

(

a

)

計

建

　
 
　
　
物

林

野

車

両

そ

 
の

 
他

原

 
 
 
 

因

件

数

日 1 1 220 220 排気管 1

月 4 4 496 32,741 32,741

ストーブ
電気機器

こんろ
不明

4

火 2 2 1,271 9 99,005 99,005
その他
不明

2

水 3 3 22 541 541
たばこ
その他
その他

3

木 2 1 1 4 98 78 20
焼却炉
不明

2

金 2 1 1 7 991 990 1
放火
不明

2

土 1 1 395 5 18,057 18,008 49
煙突
煙道

1

不明

合計 15 12 1 2 2,184 25 151,653 151,363 269 21 15

曜日別火災状況

火 災 件 数 焼 損 面 積 損 害 額 （千円） 出 火 原 因区
分

曜
日
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計

建

 
　
　
物

林

野

車

両

そ

　
の

　
他

建

物

床

面

積

(

㎡

)

建

物

表

面

積

(

㎡

)

林

　
　
 

野

(

a

)

計

建

　
　
 

物

林

野

車

両

そ

　
の

　
他

快晴 2 1 1 395 5 18,277 18,008 269

晴 8 6 2 1,073 13 44,277 44,256 21

曇 4 4 716 7 89,025 89,025

雨 1 1 74 74

みぞれ

あられ

雪

15 12 1 2 2,184 25 151,653 151,363 269 21

0 2 1 1 4 79 78 1

1 4 4 527 61,677 61,677

2 2 1 1 294 74 220

3 2 2 395 12 19,047 18,998 49

4 2 2 919 9 40,934 40,934

5 1 1 20 20

6以上 2 2 343 29,602 29,602

15 12 1 2 2,184 25 151,653 151,363 269 21

40未満 

40～49 1 1 220 220

50～59 2 2 395 12 19,047 18,998 49

60～69 2 1 1 1 125 105 20

70～79 3 3 174 4 3,568 3,568

80～89 3 2 1 140 8,405 8,404 1

90以上 4 4 1,474 9 120,288 120,288

15 12 1 2 2,184 25 151,653 151,363 269 21合　計

風
 
 

速

気象別火災状況

火 災 件 数 焼 損 面 積 損 害 額 （千円）

湿
 
 

度
　
　
％

天
　
　
候

合　計

合　計

m/s

区

分

気

気

象
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計

建

　
　
　
物

林

野

車

両

そ

　
の

　
他

建
物
床
面
積

(

㎡

)

建
物
表
面
積

(

㎡

)

林

　
　
　
野

(

a

)

計

建

　
　
　
物

林

野

車

両

そ

　
の

　
他

稚　松 1 1 20 20

芦　城 1 1 898 9 40,572 40,572

安　宅 1 1 1 105 105

犬　丸 1 1 395 5 18,057 18,008 49

荒　屋

能　美

第　一

苗　代 1 1 11 11

蓮代寺

向本折

国　府

中　海 1 1 203 21,209 21,209

東　陵 1 1 140 8,393 8,393

金　野

西　尾

波佐谷

小　計 7 6 1 1,637 14 88,367 88,298 49 20

今　江 3 2 1 153 7 4,338 4,118 220

串 2 1 1 21 363 362 1

日　末 1 1 373 58,433 58,433

符　津

木　場

粟　津

那　谷

矢田野 2 2 4 152 152

月　津

小　計 8 6 1 1 547 11 63,286 63,065 220 1

15 12 1 2 2,184 25 151,653 151,363 269 21

署別・校下別火災状況

火　災　件　数 焼　損　面　積 損　害　額　（千円）

合　計

中
　
消
　
防
　
署

南
　
消
　
防
　
署

署
　
別

その他

校

区
分

校
下
別
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爆

発

1

半

 
 
 

焼

全

 
 
 

焼

1

2

部

 
分

 
焼

1

1

1

2

2

4

ぼ

 
 
 

や

1

1

1

2

1

4

6 4

12

1

526

25 5

11

151,363 1

1

合 計

そ の 他

飲 食 店

工 場

倉 庫

1 74

61,561

複 合 用 途

78

2

2,184

4

12

1

1

社 会 福 祉 施 設

1,637

21

21 89,277

1 362

6

共 同 住 宅

店 舗

住　宅

併 用 住 宅

専 用 住 宅

出火原因別火災状況

原因別出火件数（件）

火 元 建 物
焼 損 程 度

火元用途別建物火災状況

焼 損 面 積 損

 
害

 
額

（
千

円

）

死 傷 者

死

 
 
 

者

計

火

　
災

　
件

　
数

合 計15件

床

 
面

 
積

(

㎡

)

原因別損害額（千円）

1 4

負

 
傷

 
者

表

 
面

 
積

(

㎡

)

151,653千円

区
分

用
途
別

煙突・煙道

排気管

電気機器

たばこ

ストーブ

こんろ

放火

その他5

1

1

1

1

1

1

1

1

3

4

105

8393

3128

18057

220

1

11

78

58869

62791原因不明

焼却炉
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R3 R4 R5 R6 R7

8 6 11 9 12

1 1

1 1 3 2 1

1 4 2

9 9 18 12 15

13 6 14 12 21

8 2 10 5 16

1,001 79 522 669 2,184

97 25

1 4

建 物 41,254 2,916 36,895 23,652 91,253

収 容 物 11,100 645 14,982 20,536 60,110

30 12 572 1,500 269

1,582 300 21

52,384 5,155 52,749 45,688 151,653

1 3 1

2 2 4 3 5

40.6 40.6 20.3 30.4 24.3

0.8 0.8 1.7 1.1 1.4

5,820 573 2,931 3,807 10,105

143 14 145 125 415

6,544 594 4,716 4,910 12,608

143 10 142 121 414

125.1 13.2 47.5 74.3 182.0

10.8 2.1

2.7 0.2 1.4 1.8 6.0

0.3 0.1

合 計

林 野

焼 損 棟 数

り 災 世 帯 数

焼
損
面
積

火
災
種
別
損
害
額

（
千
円

）

車 両

航 空 機

過去5年間の火災比較表

死 者

林 野 ( ａ )

火
 

災
 

件
 

数

建 物 床 面 積 ( ㎡ )

建 物 表 面 積 ( ㎡ )

建  物

そ の 他

合 計

建 物

林 野

車 両

船 舶

航 空 機

そ の 他

1日平均焼損床面積(㎡)

1日平均焼損表面積(㎡)

建
物
火
災
の
み

1 日 平 均 損 害 額 (千 円 )

1件平均損害額 (千円 )

1日平均損害額 (千円 )

1件平均焼損床面積(㎡)

負 傷 者

火 災 発 生 間 隔 ( 日 )

人口1万人当たりの火災件数

1 件 平 均 損 害 額 (千 円 )

1件平均焼損表面積(㎡)

年
区分
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H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

1 2 1 1 2 1 3

1 1 3 1

1 1 3 2 2 2 2 2

2 2 2 2 1 1 2

1 2 1 1 3 1

1 1 1 1 1

2 2 1 1 4 1

1 1 2 1 1 2 3 1

1 1 1 2 1 3 1

2 1 1 1 3

1 2 1 2 1 2

1 3 1 1 1 2 1 1

建 物 6 8 11 9 7 8 6 11 9 12

林 野 1 1

車 両 1 4 5 3 1 1 3 2 1

船 舶

航空機

その他 1 1 1 4 2

8 13 16 9 10 9 9 18 12 15

8月

9月

合　計

過去10年間の火災状況

火
　
災
　
件
　
数

10月

11月

12月

1月

6月

7月

2月

3月

4月

5月

年
月

8

13

16

9
10

9 9

18

12

15

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

件
数
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火災件数 損害額（千円） 火災件数 損害額（千円） 火災件数 損害額（千円）

R3 35,077 72,720,770 218 498,140 9 52,384

R4 36,375 110,278,675 232 526,022 9 5,155

R5 38,672 9,420,847 268 480,230 18 52,749

R6 37,141 99,876,335 245 2,482,036 12 45,688

R7 40,783 105,395,030 227 763,812 15 151,653

年 死　　者 負傷者 死　　者 負傷者 死　　者 負傷者

R3 1,400 5,369 10 33 0 2

R4 1,446 5,719 17 34 1 2

R5 1,503 5,766 20 40 3 4

R6 1,451 5,805 32 44 0 3

R7 1,414 5,949 10 31 1 5

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

0.8 0.8 1.7 1.1 1.4

1.9 2.1 2.4 2.2 2.1

2.7 2.9 3.1 3.0 3.3全 国

小 松 市

石 川 県

過去5年間の全国・石川県との比較

出火率（人口1万人当たり）

全　　　　　　国 石　　川　　県 小　　松　　市

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

小松市

石川県

全国

年

年
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

118 107 95 78 81 84 96 81 68 85 88 111 1,092

119 108 98 84 86 92 104 91 69 94 105 102 1,152

352 326 296 223 228 220 259 228 188 276 298 301 3,195

危 険 物
漏 洩 事 故

4 1 1 3 3 2 3 6 23

ガ ス 漏 れ
事 故

1 1 2

救急隊支援 108 96 81 68 73 76 82 75 54 74 76 86 949

火入れ調査 1 1 1 1 1 3 8

自火報発報 1 1 6 8

燃 焼 事 故 1 1 1 3

風 水 害 等
の 災 害

2 2

原 因 調 査 1 1

捜 索

誤 報 、
誤 認 等

1 1

そ の 他 9 7 11 8 4 6 8 5 11 8 10 8 95

合 計 118 107 95 78 81 84 96 81 68 85 88 111 1,092

その他出動(火災、救急、救助出動以外)状況

事
　
故
　
種
　
別
　
件
　
数

出 動 件 数

出 動 隊 数

出 動 人 員

月 別

区 分
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令和7年救急概要

救急概況比較

構成比
(%)

構成比
(%)

増減率
(%)

合 計 5,468 5,349 119 2.2

急 病 3,417 62.5 3,429 64.1 -12 -0.3

交 通 事 故 304 5.6 294 5.5 10 3.4

一 般 負 傷 1,040 19.0 917 17.1 123 13.4

転 院 搬 送 533 9.7 505 9.4 28 5.5

上 記 以 外 174 3.2 204 3.8 -30 -14.7

合 計 4,774 4,740 34 0.7

急 病 2,944 61.7 3,033 64.0 -89 -2.9

交 通 事 故 255 5.3 241 5.1 14 5.8

一 般 負 傷 955 20.0 835 17.6 120 14.4

転 院 搬 送 529 11.1 504 10.6 25 5.0

上 記 以 外 91 1.9 127 2.7 -36 -28.3

        事故種別による搬送状況は、急病が2,944人と最も多く、次いで一般負傷955人、転院搬送が
       529人の順となりました。

1． 出動件数

2． 搬送人員

3． 事故種別

        令和7年の救急出動件数は5,468件で、前年に比べ119件増加しました。1日平均すると約15件
　　の出動となり、10年前と比べ約45％の増加となっています。

        搬送人員は前年より34人増加の4,774人となりました。小松市民の約22人に1人が搬送されたこ
      とになります。

救
急
出
動
件
数

救
急
搬
送
人
員

4． 傷病程度別

5． 年齢別

令和7年 令和6年 対前年比

        搬送人員を年齢別にみると、高齢者が3,328人と最も多く、全体の搬送者のうち約69%を占めて
　　います。

        搬送人員を傷病程度別にみると、中等症が2,167人と最も多く、全体の約45%を占めています。
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過去5年間の出動件数及び搬送人員

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

そ

の

他

合

計

R3 7 2 5 237 37 12 691 16 30 2,549 545 30 4,161

R4 7 6 3 261 35 19 741 12 27 3,151 519 31 4,812

R5 17 6 322 48 21 935 9 43 3,491 551 46 5,489

R6 15 40 4 294 44 16 917 8 30 3,429 505 47 5,349

R7 17 2 4 304 35 22 1,040 13 23 3,417 533 58 5,468

R3 2 2 2 217 35 11 649 14 21 2,414 545 3 3,915

R4 3 5 3 236 33 19 801 10 17 2,798 519 7 4,451

R5 4 3 276 48 21 860 8 28 3,186 551 8 4,993

R6 3 40 2 241 40 16 835 7 18 3,033 504 1 4,740

R7 5 1 2 255 35 22 955 9 16 2,944 529 1 4,774

出
動
件
数

搬
送
人
員

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

急病 交通事故 一般負傷 転院搬送 左記以外 合計

急病・交通事故・一般負傷・転院搬送にかかる出動件数
R3

R4

R5

R6

R7

3,500
4,000
4,500
5,000
5,500
6,000

R3 R4 R5 R6 R7

出動件数・搬送人員の推移
出動件数
搬送人員

事故

種別

区分
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事故種別月別出動件数

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

そ

の

他

合

計

1 月 13 6 4 108 2 379 59 4 575

2 月 2 18 1 1 70 3 277 39 4 415

3 月 3 1 33 4 2 71 1 3 279 59 2 458

4 月 3 1 17 86 1 3 247 36 4 398

5 月 1 19 3 1 80 1 3 226 45 3 382

6 月 1 24 1 2 72 3 1 261 33 9 407

7 月 1 23 3 3 80 3 336 36 5 490

8 月 1 29 4 2 92 1 335 42 8 514

9 月 20 1 3 90 2 257 39 3 415

10月 3 2 1 25 3 3 92 2 3 241 46 8 429

11月 3 38 6 104 1 278 46 5 481

12月 45 3 1 95 3 301 53 3 504

合 計 17 2 4 304 35 22 1,040 13 23 3,417 533 58 5,468

事故種別月別搬送人員

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

そ

の

他

合

計

1 月 9 5 4 95 1 317 59 490

2 月 1 10 1 1 63 2 225 39 342

3 月 2 29 4 2 62 3 241 58 401

4 月 1 18 80 1 3 220 36 359

5 月 18 3 1 74 1 2 192 45 336

6 月 1 20 1 2 71 3 1 225 33 357

  7月 19 3 4 74 2 294 36 432

  8月 20 4 1 79 1 287 42 434

  9月 21 1 3 81 1 231 39 377

10月 1 1 1 24 3 3 88 1 2 211 45 1 381

11月 31 7 98 248 44 428

12月 36 3 1 90 1 253 53 437

合 計 5 1 2 255 35 22 955 9 16 2,944 529 1 4,774

事故
種別

事故
種別

月

月
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事故種別時間別出動件数

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

そ

の

他

合

計

0時～ 2時 9 32 3 169 10 1 224

2時～ 4時 2 1 1 1 16 1 1 137 2 2 164

4時～ 6時 4 34 1 138 2 179

6時～ 8時 2 20 4 99 1 3 279 2 4 414

8時～ 10時 3 2 51 9 1 160 1 425 63 9 724

10時～ 12時 2 1 39 7 6 131 1 3 377 119 6 692

12時～ 14時 4 33 5 3 113 2 371 108 7 646

14時～ 16時 1 2 28 6 5 101 1 2 314 69 6 535

16時～ 18時 53 2 4 131 6 363 90 7 656

18時～ 20時 1 45 1 108 1 3 341 32 7 539

20時～ 22時 2 9 1 2 74 2 3 287 20 5 405

22時～ 24時 12 41 1 216 16 4 290

合 計 17 2 4 304 35 22 1,040 13 23 3,417 533 58 5,468

事故種別時間別搬送人員

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

そ

の

他

合

計

0時～ 2時 6 27 2 131 10 176

2時～ 4時 1 1 1 15 1 1 113 2 135

4時～ 6時 3 34 1 121 2 161

6時～ 8時 16 5 90 2 241 2 356

8時～ 10時 1 1 46 8 1 151 384 62 654

10時～ 12時 30 7 6 121 1 3 324 118 610

12時～14時 2 25 5 3 105 326 107 1 574

14時～16時 1 1 22 6 5 96 1 1 271 69 473

16時～18時 51 2 3 121 5 318 90 590

18時～ 20時 39 1 95 1 2 302 31 471

20時～ 22時 6 1 2 64 1 2 234 20 330

22時～ 24時 11 1 36 1 179 16 244

合 計 5 1 2 255 35 22 955 9 16 2,944 529 1 4,774

事故種別

事故種別

時間帯

時間帯
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管轄校下別出動件数

人

口

世

帯

数

出

動

率

（人） ※１ ※２

稚 松 272 28 95 84 10 489 8,127 3,835 6.0

芦 城 389 46 133 27 26 621 9,623 4,741 6.5

安 宅 212 13 50 11 17 303 6,724 3,232 4.5

犬 丸 108 6 31 1 146 2,743 1,132 5.3

荒 屋 64 6 22 3 1 96 2,551 984 3.8

能 美 131 9 37 5 182 4,518 1,938 4.0

第 一 311 37 88 165 13 614 11,164 4,747 5.5

苗 代 267 16 106 7 10 406 8,819 3,680 4.6

蓮 代 寺 72 10 17 2 101 2,062 783 4.9

向 本 折 111 7 40 139 9 306 4,226 1,917 7.2

国 府 140 20 52 3 5 220 5,431 2,142 4.1

中 海 84 11 25 13 133 2,057 809 6.5

東 陵 60 2 30 4 5 101 2,631 1,177 3.8

金 野 33 4 11 3 51 1,023 448 5.0

西 尾 10 1 7 2 20 386 183 5.2

波 佐 谷 67 1 23 2 4 97 1,159 561 8.4

合 計 2,331 217 767 445 126 3,886 73,244 32,309 5.3

今 江 168 19 45 21 11 264 6,166 2,723 4.3

串 131 4 36 4 175 4,953 2,267 3.5

日 末 87 3 15 8 113 1,380 565 8.2

符 津 155 24 39 15 5 238 5,637 2,548 4.2

木 場 40 3 9 3 55 1,183 483 4.6

粟 津 165 3 44 3 215 2,886 1,476 7.4

那 谷 47 7 2 56 791 340 7.1

矢 田 野 199 21 47 51 9 327 5,474 2,385 6.0

月 津 87 7 30 1 2 127 3,184 1,326 4.0

合 計 1,079 84 272 88 47 1,570 31,654 14,113 5.0

3,410 301 1,039 533 173 5,456 104,898 46,422 5.2

高速道路 3 2 1 6

管 轄 外 4 1 1 6

3,417 304 1,040 533 174 5,468

中
消
防
署
管
内

南
消
防
署
管
内

小 松 市 内 計

そ
の
他

※1　人口及び世帯数は、令和7
年
12月1日現在の住民基本台帳に
よる。
※2　出動率は、人口100人あた
りの出動件数をいう。総 合 計

合

計

急

病

交

通

事

故

一

般

負

傷

左

記

以

外

転

院

搬

送

事故種別

署別

校下別
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事故種別傷病者居住地年齢区分傷病程度別搬送人員

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

そ

の

他

合

計

管内居住 5 2 178 18 8 865 8 13 2,688 418 4,203

管外居住 1 77 17 14 87 1 3 252 111 1 564

その他

外国人旅行者・
住所不明等

新生児

生後28日未満の者

乳幼児

生後28日以上
満7歳未満の者

少 年

満7歳以上
満18歳未満の者

成 人

満18歳以上
満65歳未満の者

高齢者

満65歳以上の者

死 亡

死亡が確認されたもの

重 症

3週間以上の入院加療
を必要とするもの

中 等 症

入院を必要とするもの
で重症に至らないもの

軽 症

入院を必要としないもの

そ の 他

医師の診断がないもの等

5 1 2 255 35 22 955 9 16 2,944 529 1 4,774

1

9

5

122

392

6

116

371

居
住
地
区
分

4 7

年
齢
区
分

3

2

8 40

34 1271 5611 20

1

117 174

7 1 753

8 11 681 1 1,143142

2

3 2 76 3,3281 4 2,089

1 3 1

190 439

123

120

14 3 93 1

2 1 137 28 10

1 1 1 53 21

1 8 2

1

11 15 466

7 355 7 1,350

36

搬送人員合計

初
診
時
傷
病
程
度

9 4 1,311 2,045

2,167

2 191

事故種別

区 分
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収容医療機関別搬送人員

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

14 14 1 1 3 3 66 66 84 84

1,916 116 148 15 547 33 352 94 70 9 3,033 267

1 1 1 1

病 院 895 79 103 5 398 33 89 45 21 1 1,506 163

診療所

2,825 209 252 21 949 70 507 205 91 10 4,624 515

11 11 6 6 17 17

37 1 1 38 1

病 院 51 2 1 5 1 13 2 70 5

診療所 20 1 2 1 2 25 1

119 14 3 6 1 22 9 150 24

25 25 1 1 3 3 72 72 101 101

1,953 116 148 15 547 33 353 95 70 9 3,071 268

1 1 1 1

病 院 946 81 104 5 403 34 102 47 21 1 1,576 168

診療所 20 1 2 1 2 25 1

2,944 223 255 21 955 71 529 214 91 10 4,774 539

2,944 223 255 21 955 71 529 214 91 10 4,774 539

合

計

急

病

交

通

事

故

一

般

負

傷

左

記

以

外

転

院

搬

送

救
急
告
示
医
療
機
関

国 立

公 立

公 的

私的

計

そ
の
他
の
医
療
機
関

国 立

公 立

公 的

私的

計

計

国 立

公 立

公 的

私的

計

そ
の
他
の
場
所

接 骨 院 等

そ の 他

計

合　　計

事故種別

区分

事覚知方法
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発生場所別搬送人員

急

病

交

通

事

故

一

般

負

傷

転

院

搬

送

左

記

以

外

合

計

住 宅 2,068 568 32 2,668

公衆出入場所 703 17 227 529 24 1,500

仕 事 場 69 14 21 104

道 路 63 234 99 1 397

そ の 他 41 4 47 13 105

2,944 255 955 529 91 4,774

急

病

交

通

事

故

一

般

負

傷

転

院

搬

送

左

記

以

外

合

計

１ １ ９ 番 3,302 282 986 522 150 5,242

加 入 電 話 56 11 31 8 7 113

警 察 電 話 1 1 2

駆け込み通報 4 1 1 6

自 己 覚 知 1 1 2

そ の 他 53 9 22 3 16 103

3,417 304 1,040 533 174 5,468

覚
 
 
知
 
 
方
 
 
法

合 計

覚知別出動件数

構　成　比

構　成　比

発
 
 
生
 
 
場
 
 
所

合 計

事故種別

55.9%31.4%

2.2%

8.3%
2.2%

住宅 公衆出入場所

仕事場 道路

その他

95.9%

2.1%

0.03% 0.1% 0.04%

1.9%

１１９番 加入電話

警察電話 駆け込み通報

自己覚知 その他

発生場所

事故種別

覚知方法
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現場到着所要時間別出動件数

3 分 未 満

3分以上5分未満

5分以上10分未満

10分以上20分未満

20 分 以 上

合 計

最短所要時間（分）

最長所要時間（分）

平均所要時間（分）

※1　 現場到着所要時間とは、覚知時刻から現場到着までに要した時間を示す。（途中引揚を含む）

※注　最短所要時間は駆け込み通報の場合は0分となる場合があります。

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

10 分 未 満

10分以上20分未満 55 5 10 166 5 241

20分以上30分未満 1,039 13 61 1 339 5 166 28 31 1 1,636 48

30分以上60分未満 1,796 172 178 15 580 52 168 158 50 7 2,772 404

60分以上120分未満 50 36 11 5 24 14 29 28 4 2 118 85

120 分 以 上 4 2 2 1 7 2

合 計 2,944 223 255 21 955 71 529 214 91 10 4,774 539

最短収容所要時間（分）

最長収容所要時間（分）

平均収容所要時間（分）

※1　収容所要時間とは、覚知時刻から医療機関等へ収容するまでに要した時間を示す。

11 13

529 78 138

32.5 32.1 32.2

72

3,915

561

50

870

(最短)    0分

5,468

(平均)  7.2分

(最長) 149分

（最短）   11分

（最長） 529分

（平均）32.3分

16

合

計

21 5 4 42

急

病

交

通

事

故

一

般

負

傷

転

院

搬

送

左

記

以

外

276 29 83 157 16

2,544 192 764 309 106

558 68 177 25 42

18 10 12 10

3,417 304 1,040 533 174

 0 0 1 0 3

26 37 38 15 149

7.2 7.2 7.2 7.1 7.3

収容所要時間別搬送人員

急

病

交

通

事

故

一

般

負

傷

転

院

搬

送

左

記

以

外

合

計

11

254

32.2

14

85

32.4

事故種別

収容所要時間

事故種別

※1

事故種別

現場到着所要時間
※1
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事故種別曜日別出動件数

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

そ

の

他

合

計

月 4 1 43 5 1 141 1 1 503 90 6 796

火 4 38 9 1 145 3 3 465 91 10 769

水 3 48 5 3 182 5 4 525 89 7 871

木 1 2 50 5 1 133 1 3 462 82 6 746

金 3 1 44 4 4 149 5 486 98 8 802

土 1 34 5 6 156 2 2 503 49 9 767

日 1 2 47 2 6 134 1 5 473 34 12 717

合 計 17 2 4 304 35 22 1040 13 23 3417 533 58 5,468

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

そ

の

他

合

計

月 2 36 5 1 132 1 1 439 89 1 707

火 1 30 9 2 132 2 3 402 90 671

水 1 46 6 2 172 4 1 453 88 773

木 1 36 5 1 121 2 404 81 651

金 1 1 34 4 4 136 3 429 98 710

土 29 4 6 138 1 1 411 49 639

日 1 44 2 6 124 1 5 406 34 623

合 計 5 1 2 255 35 22 955 9 16 2944 529 1 4,774

事故種別曜日別搬送人員

曜日

曜日

事故種別

事故種別
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80

実
　
　
施

心 肺 蘇 生 法

1 101

4

指趾切断手当

そ の 他

合　　　　　計

異 物 除 去 法

止 血 法

熱 傷 手 当

3 11 16 4 101 81 15

22 4 2

2 2

79 15

重
　
症

中
等
症

95

合
　
計

2

左
　
記

以
　
外

1

1 1

心 電 図

16

傷病程度

軽
　
症

事故種別

合　　　　　計

3613 27

β 刺 激 薬 投 与

静 脈 路 確 保 （ 心 停 止 前 ）

血 糖 測 定

ブ ド ウ 糖 投 与

2,330 100 481 327

1

止 血

固 定

人 工 呼 吸

被 覆

在 宅 療 法 継 続

ショックパンツによる血圧保持

除 細 動

血中酸素飽和度の測定

聴診器による心音呼吸音聴取

静 脈 路 確 保 （ 輸 液 ）

薬 剤 投 与

そ の 他 の 応 急 処 置

血 圧 測 定

保 温

心 臓 マ ッ サ ー ジ

心 肺 蘇 生

酸 素 吸 入

気 道 確 保

28

2

7

3

89

11

676

135

2,261

132

6

14

13

2 4

8

30

2

4

12

2

5

89

30

1

17

13

108

287

13

297

123 5

16

40

20

救急隊員の行った応急処置状況

38

40

12,306 891 3,476

2

12 4 9578

急
　
病

交
　
通

一
　
般

左
記
以
外

急
　
病

152

79

479

合
　
計

18,881

125

64

16

47

30

89

486

102

1,440

6

18

18

3

115

43

143

10

1

7

4

43

1

2,208

59

1 2

3

31

445

83

指令員による口頭指導状況

交
　
通

一
　
般

左
　
記

以
　
外

合
　
計

死
　
亡

329

1エ ピ ペ ン 投 与

2,772 242 908 582

1,275 83 258 146

2,855 251 932 605

1

2

4,504

1,762

4,643

3,238

手当

事故種別

事故種別・

傷病程度

口頭指導
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42 3 2,223 87 988 51

回数 人員 回数 人員 回数 人員 回数

83 89120 18

62 4 1,198 63 3,912

35 2

332 56 3 1,776

125
1,089 55

168
753 3 341 30 92

68

1 22 2 799

38 3 1,297

住民に対する応急手当普及啓発活動の実施状況

応急手当の普及啓発活動の推進に
関する実施要項に基づく普及講習

その他
の講習

入門 普通救命Ⅰ 普通救命Ⅱ 普通救命Ⅲ 上級救命 合　計
人員 回数

人員 回数 人員 回数 人員

986 44 380 14 336
令和5年度 813 27 368 14 193
令和6年度

81 9,832
4 2,052 8514

令和3年度 59 7 137

13

令和2年度 23 1 207 8 208 485 27
32 4,137

14
10 10

1,255
平成25年度 903 15 388 31 1

26 5 1,777 109 22,214 862平成24年度以前 12 1 15,967 459 4,432 288 64,495

148
140

平成26年度 317 13 1,348 41 404 35 1 1
1 45 3 1,337 50 8,081

100 4 2,170 94 8,226
205

平成28年度 408 16 1,132 27 452 35
34 32 3 50 4 1,805平成27年度 235 17 1,108 23 380

6,946 1633 46

136
129

平成30年度 283 13 518 16 278 23 57 7
2 58 5 1,252 65 3,631平成29年度 166 9 605 18 410 31

令和元年度 83 3 543 16 141
12 2

令和4年度 478 18 368 18 405 29 8 1
1592 5

62 1,48516 10 1 100 4 1,484
69 3,296

117,101 2,683

応急手当指導員・普及員認定状況

消
防
職
員

消
防
職
員

の
退
職
者

消
防
団
員

医
師
お
よ
び

救
急
救
命
士
等
の

医
療
従
事
者
等

そ
　
の
　
他

合
　
　
計

207 33 2,484 153 40,433 1,6905,187合　　計

令
和
7
年
度
の
修
了
者

指　導　員　講　習　Ⅰ

指　導　員　講　習　Ⅲ

指　導　員　講　習　Ⅱ 4 1 5

消 防 長 が 認 め た も の

計 4 1 5
指 導 員 講 習 Ⅰ 免 除 者

前
年
度
ま
で
の
修
了
者

指　導　員　講　習　Ⅰ 15 20

指　導　員　講　習　Ⅲ 19

35
指　導　員　講　習　Ⅱ 115 11 126

19
消 防 長 が 認 め た も の

2
計 131 32 19 182

指 導 員 講 習 Ⅰ 免 除 者 1 1

187
令
和
7
年
度
の
修
了
者

普　及　員　講　習　Ⅰ 1 1
普　及　員　講　習　Ⅱ

合　　　　　計 135 32 20

消 防 長 が 認 め た も の

普　及　員　講　習　Ⅲ

計 1 1
普 及 員 講 習 Ⅰ 免 除 者

前
年
度
ま
で
の
修
了
者

普　及　員　講　習　Ⅰ 33

普　及　員　講　習　Ⅲ

1 34
普　及　員　講　習　Ⅱ

消 防 長 が 認 め た も の

35

5928,41569224,140220

合　　　　　計 34 1

計 33 1 34
普 及 員 講 習 Ⅰ 免 除 者

令和7年度 1,291 53 634 16 251 11 5 4

年

講習別

対象者

区分
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令和7年救助概要

救助概況比較

構成比(%) 構成比(%) 増減率(%)

合 計 58 60 -2 -3.3

火 災 2 2
交 通 事 故 25 43.1 30 50.0 -5 -16.7
水 難 事 故 4 6.9 3 5.0 1 33.3
風水害等自然災害

機 械 に よ る 事 故

建物等による事故 8 13.8 15 25.0 -7 -46.7
ガス及び酸欠事故 0.0 1 1.7 -100.0
破 裂 事 故

そ の 他 の 事 故 19 32.8 11 18.3 8 72.7

合 計 45 40 5 12.5

火 災 2 2
交 通 事 故 21 46.7 19 47.5 2 10.5
水 難 事 故 3 6.7 3 7.5 0.0
風水害等自然災害

機 械 に よ る 事 故

建物等による事故 7 15.6 10 25.0 -3 -30.0
ガス及び酸欠事故 0.0 1 2.5 -100.0
破 裂 事 故

そ の 他 の 事 故 12 26.7 7 17.5 5 71.4

合 計 38 43 -5 -11.6

火 災 2 2
交 通 事 故 16 42.1 22 51.2 -6 -27.3
水 難 事 故 3 7.9 3 7.0 0.0
風水害等自然災害

機 械 に よ る 事 故

建物等による事故 5 13.2 10 23.3 -5 -50.0
ガス及び酸欠事故 0.0 1 2.3 -1 -100.0
破 裂 事 故

そ の 他 の 事 故 12 31.6 7 16.3 5 71.4

救
助
人
員

令和7年 令和6年 対前年比

救
助
出
動
件
数

救
助
活
動
件
数

        救助人員は38人で、前年に比べ5人減少しました。

1.　出動件数

2.　活動件数

3.　救助人員

        令和7年の救助出動件数は58件で、前年に比べ2件減少しました。交通事故による出動が25件
      と最も多く、約4割を占めました。

　      出動件数58件のうち、救助活動を実施したものは45件で、前年より5件増加しました。
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事故種別発生場所別出動・活動件数

建

物

建

物

以

外

2 7 3 12
(2) (7) (9)

2 2
(1) (1)

20 20
(17) (17)

1 3 2 6
(1) (2) (2) (5)

1 1
(1) (1)

4 4
(2) (2)

4 1 8 13
(3) (7) (10)

2 25 4 8 19 58
(2) (21) (3) (7) (12) (45)

建

物

建

物

以

外

2 24 4 8 17 55
(2) (20) (3) (7) (12) (44)
10 63 10 12 48 143
(3) (27) (2) (4) (23) (59)

4 4
(2) (2)

4 33 4 8 20 69
(9) (1) (1) (7) (18)

2 8 10
(3) (3)

16 120 20 28 97 281
(5) (56) (6) (12) (47) (126)

(  ) 内の数値は活動を行った隊数を示す。

救 助 工 作 車

ポ ン プ 車 （ 水 槽 付 含 ）

は し ご 車 ・ 屈 折 は し ご 車

化 学 車

指 揮 車 ・ 指 令 車

救 急 自 動 車

船 舶

ヘ リ コ プ タ ー

そ の 他

消 防 団 車 両

合 計

合

計

地 下

そ の 他

合 計

(  ) 内の数値は活動件数を示す。

事故種別出動・活動車両等台数

火　災 交

通

事

故

水

難

事

故

風

水

害

等

自

然

災

害

機

械

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

屋
 

外

道
 

路

高速自動車国道

そ の 他 の 道 路

水
 

面

内 水 面

外 水 面

山 岳

そ の 他 の 屋 外

建

物

等

に

よ

る

事

故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

合

計

交

通

事

故

水

難

事

故

風

水

害

等

自

然

災

害

機

械

に

よ

る

事

故

屋
 

内

住 居

そ の 他 の 屋 内

火　災
事故種別

事故種別区分 間 別

発生場所

車両区分

事故種別
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事故種別月別出動・活動件数

建

物

建

物

以

外

1 2 3
(1) (2) (3)

1 1 2 4
(1) (1) (1) (3)

4 2 1 7
(3) (2) (5)

1 1 3 5
(1) (3) (4)

1 2 3
(1) (1) (2)
2 1 3
(2) (1) (3)
1 2 3
(1) (1)
3 1 4
(1) (1) (2)
1 1 2
(1) (1) (2)
3 1 2 2 8
(3) (1) (2) (2) (8)
1 4 2 7
(1) (3) (1) (5)
7 2 9
(6) (1) (7)

2 25 4 8 19 58
(2) (21) (3) (7) (12) (45)

建

物

建

物

以

外

令 和 3 年 28 5 1 11 9 54
令 和 4 年 1 31 8 9 2 13 1 65
令 和 5 年 2 31 4 3 21 3 10 74
令 和 6 年 30 3 15 1 11 60
令 和 7 年 2 25 4 8 19 58
令 和 3 年 12 5 1 6 6 30
令 和 4 年 1 16 8 9 1 4 1 40
令 和 5 年 2 14 1 2 11 2 6 38
令 和 6 年 19 3 10 1 7 40
令 和 7 年 2 21 3 7 12 45
令 和 3 年 13 8 1 6 6 34
令 和 4 年 1 19 9 95 1 4 1 130
令 和 5 年 3 16 1 2 11 4 6 43
令 和 6 年 22 3 10 1 7 43
令 和 7 年 2 16 3 5 12 38

救
助
人
員

(  ) 内の数値は活動件数を示す。

過去5年間の事故種別出動・活動件数及び救助人員

火　災 交

通

事

故

水

難

事

故

風

水

害

等

自

然

災

害

機

械

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

合

計

出
動
件
数

活
動
件
数

合計

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

建

物

等

に

よ

る

事

故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

合

計

風

水

害

等

自

然

災

害

機

械

に

よ

る

事

故

1月

火　災 交

通

事

故

水

難

事

故

時 間 別

車両区分

区分 間 別

月

区分 ・ 年

事故種別

事故種別
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合

40 20 小 40 20 小

ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3

計 ～ ～ 計

以 40 以 40

計 上 ｍ3 計 上 ｍ3 計

第 1 稚 松 分 団 211 198 198 10 10 3 3 13

第 2 芦 城 分 団 239 217 217 15 1 16 5 1 6 22

第 3 安 宅 分 団 77 62 62 12 2 14 1 1 15

第 4 牧 分 団 183 144 144 31 31 6 2 8 39

第 5 板 津 分 団 278 247 247 23 23 6 2 8 31

第 6 白 江 分 団 236 204 204 26 26 4 2 6 32

第 7 苗 代 分 団 312 266 266 34 1 35 11 11 46

第 8 御 幸 分 団 328 265 265 41 41 18 4 22 63

第 9 粟 津 分 団 339 254 254 36 36 48 1 49 85

第 10 月 津 分 団 102 78 78 20 20 2 2 4 24

第 11 矢 田 野 分 団 150 121 121 19 2 21 8 8 29

第 12 那 谷 分 団 47 35 35 7 7 4 1 5 12

第 13 中 海 分 団 135 100 14 114 19 19 2 2 21

第 14 国 府 分 団 179 146 146 27 1 28 4 1 5 33

第 15 金 野 分 団 54 43 43 9 9 2 2 11

第 16 大 杉 谷 分 団 70 41 13 54 12 1 13 2 1 3 16

第 17 西 尾 分 団 68 27 31 58 9 1 10 10

合　　計 3,008 2,448 58 2,506 350 9 359 126 17 143 502

分団区域別消防水利設置状況
(令和8年4月1日現在)

消　火　栓 防　火　水　槽

公

設

　

（
簡
易
水
道

）

公設 私設

区 分

分 団
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合

40 20 小 40 20 小

ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3

計 ～ ～ 計

以 40 以 40

計 上 ｍ3 計 上 ｍ3 計

第 1 稚 松 分 団

第 2 芦 城 分 団

第 3 安 宅 分 団

第 4 牧 分 団

第 5 板 津 分 団

第 6 白 江 分 団

第 7 苗 代 分 団 1 1 1

第 8 御 幸 分 団

第 9 粟 津 分 団

第 10月津分団

第11矢田野分団

第 12那谷分団

第 13中海分団

第 14国府分団

第 15金野分団

第16大杉谷分団

第 17西尾分団

合　計 1 1 1

合　計

私設

（廃　棄） (令和7年度）

消防水利新設・廃棄状況

（新　設） (令和8年4月1日現在）

消　火　栓 防　火　水　槽

公

設

　
私
設
（

簡
易
水
道
）

公設

区 分

分 団
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指  令 

   

 

 

 

 

 

 

 

 



こまつなか101、こまつなか102、こまつなか103
こまつなか104、こまつなか105、こまつなか106
こまつきゅうじょ101、こまつはしご101
こまつしき101、こまつしき102
こまつきゅうきゅう103

こまつかはん1

11

1

5W

予 防 課
携帯 5W 1 こまつよぼう101

車載 10W こまつしき1、こまつしき22
警 防 課

携帯 5W 2 こまつけいぼう101、こまつけいぼう102

消防指令センター

消 防 団 車載 10W こまつぶんだん1～17

10W

2

10W

5W

10W

東 出 張 所

西 出 張 所

中 消 防 署

粟津温泉出張所

5W

車載

10W

車載

中
　
消
　
防
　
署

南
　
消
　
防
　
署

車載 10W
こまつ7、こまつちょうさ2、こまつきゅうきゅう5
こまつ8

17

2

2

2

3

統 制 波
(1 ～ 3 切 替 ）

活
動
波

共
通
波

こまつ2、こまつ3、こまつ4、こまつきゅうじょ1
こまつはしご1、こまつしえん1、こまつちょうさ1
こまつよぼう2、こまつきゅうきゅう3
こまつすいなん1

こまつにし101、こまつきゅうきゅう102

こまつおんせん101、こまつおんせん102
こまつきゅうきゅう104

こまつよぼう1

4

こまつ6、こまつきゅうきゅう4

4

2

1

こまつけいぼう103、こまつけいぼう104
こまつけいぼう105、こまつけいぼう106

こまつしれい1

こまつみなみ101、こまつみなみ102
こまつはしご102、こまつきゅうきゅう105

こまつ5、こまつきゅうきゅう1

こまつ1、こまつきゅうきゅう2

1 こまつ9

南 消 防 署

携帯

携帯

こまつしょうぼう

こまつみなみしょうぼう

市 町 村 波 1

市 町 村 波 2

5W携帯

5W

携帯

車載

携帯

可搬

携帯

車載

10W

車載 10W

5W

車載

こまつひがし101、こまつきゅうきゅう101

こまつそうむ101

卓上

5W 1携帯

10W 1

1010W

4

常置場所（所属）

基
 

地
 

局

南 消 防 署

本
　
部

南
 

消
 

防
 

署

救 急 波

主 運 用 波

局種別 出 力 台 数常置場所（所属） 種 別 呼　出　名　称

移
　
動
　
局

本
　
部

消　防　総　務　課
車載 10W 1 こまつこうほう1

無線配置状況
出 力

20W

10W

呼　出　名　称

統 制 波 2

統 制 波 3

チ ャ ン ネ ル 種 別

活
動
波

共
通
波

市 町 村 波 1

市 町 村 波 2

救 急 波

主 運 用 波

統 制 波 1

消 防 指 令 セ ン タ ー

局種別
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高機能消防指令システム機器一覧

数量

３台

１式

１式

１台

１台

１式

１式

１台

１面

１面

１式

２面

１２面

１式

１台

１式

１式

１式

１式

１式

１式

１式

１式

１式

１式

１式

５式

機　器　名　称

自動出動指定装置

地図等検索装置

長時間録音装置

気象情報収集装置

非常用指令設備

指令制御装置

携帯電話・ＩＰ電話受信転送装置

車両運用表示盤

支援情報表示盤

多目的情報表示装置

その他モニタ

署所用情報共有表示盤

映像制御装置

無線統制台

指令電送装置

順次指令装置

音声合成装置

出動車両運用管理装置（ＡＶＭ+ＧＰＳ+ナビ機能）

システム監視装置

無停電電源装置

直流電源装置

災害メール配信システム

拡張台

避雷設備

駆け込み通報装置

指令台

指揮台
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高機能消防指令システム構成図
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（6月23日） 35cm （1月29日）令 和 7 年 40.3℃ （8月4日） -3.5℃ （2月21日） 61.5mm

令 和 6 年 38.0℃ （7月7日） -1.2℃ （1月17日） 86.5mm （6月23日） 6cm （1月23日）

令 和 5 年 41.0℃ （8月10日） -4.2℃ （1月25日） 56.0mm （7月12日） 41cm （1月29日）

（5月17日） 39cm （1月11日）

令 和 4 年 39.0℃ （8月11日） -1.6℃ （12月23日） 275.0mm （8月4日）

令 和 3 年 37.4℃ （8月9日) -4.6℃ （1月21日） 82.0ｍｍ

58cm （12月23日）

最 高 気 温 最 低 気 温 日最大降雨量 日最大降雪量

14 5 4 1 3 2火災気象通報 1 1 10 11 11 12 75

気象の極値（過去5年間）

火 災 警 報

火災注意報

5月 6月

2230.5

火災気象通報等発令状況
(令和7年)

1月 2月 3月 4月

97.5 156.5 75.0 188.0 276.5 247.0

11月 12月 計7月 8月 9月 10月

1013.1 1008.5

72.0

1005.4 1006.0 1009.2 1015.0

測定機器更新中につき記録なし 70.4

降水量(mm) 307.5 225.0 131.0 98.5 177.0 251.0

1030.11014.1 1011.0 1019.7

1015.3 1015.2

平 均 湿 度
(%)

1008.0 1005.3(hPa) 平均 1014.8 1013.7

7.6

気 圧

最高 1029.2 1035.7 1029.4

最低 1000.8 995.1 1001.9 999.0 1000.7 999.8

1021.9 1019.0 1015.4

1000.3 995.8 997.2 1006.4 1000.8 995.5

1024.0 1031.1

6.0 3.0最低 -1.2 -3.5 -0.9 2.0 7.1

28.3 25.7 18.5 11.4( ℃ ) 平均 4.3 2.8 8.4 13.1 18.0 23.3 28.7

21.4

1.9 2.7

気 温

最高 14.3 12.5 28.4 28.5 32.2 36.9

2.1 1.5 1.7 1.7 1.8 2.0(m/s) 平均

-1.012.8 23.0 21.4 15.9

2.7 2.4 2.1

12.9 U 13.2 14.4 17.7

36.2 40.3 36.9 29.8 20.9

25.3

南南西

風 速 最大 23.1 25.0 20.5 18.8 15.2 18.8

北北西 北北西 南東 南東 北北東 南東最 多 風 向 南南西 南南西 南 西 北

2.5

8月 9月 10月 11月 12月 計

月別気象状況
(令和7年)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

年
区分

区分
月

月
区分
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消 防 団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



建築面積 延面積

第 10 月津 分団

第 11矢田野分団

第 12 那谷 分団

第 13 中海 分団

第 14 国府 分団

第 15 金野 分団

第 16大杉谷分団

第 17 西尾 分団

第 1 稚 松 分 団

第 2 芦 城 分 団

第 3 安 宅 分 団

第 4 牧 分 団

第 5 板 津 分 団

第 6 白 江 分 団

第 7 苗 代 分 団

第 8 御 幸 分 団

第 9 粟 津 分 団

下粟津町サ66番地

蓮代寺町ト4番地1

今江町七丁目685番地

井口町と34番地

月津町ラ60番地

消防団拠点施設一覧表

御宮町1番地6

龍助町114番地3

長崎町四丁目3番地

H18年3月 87.20

車庫・会議室

車庫・会議室
鉄骨造
2階建

中消防署
西出張所内

鉄骨造
2階建

H9年3月 70.38

(令和8年4月1日現在)

174.40

145.98

108.00

Ｓ61年12月 92.87

金平町子57番地1

塩原町ロ7番地1

那谷町レ92番地2

中海町八号54番2

河田町子79番地1

瀬領町レ5番地1

長田町ヌ61番地3

八幡己36番地2

長崎町四丁目3番地

車庫・会議室
鉄骨造
平屋建

南消防署
粟津温泉出張所内

車庫・会議室
鉄骨造
平屋建

車庫・会議室
鉄骨造
平屋建

67.67

R6年8月 107.17

Ｓ63年12月 92.30

車庫・会議室
鉄骨造
2階建

Ｓ61年12月 45.00

車庫・会議室
鉄骨造
平屋建

H21年3月 68.36

車庫・会議室
鉄骨造
2階建

Ｓ58年12月

鉄骨造
2階建

Ｓ63年12月 43.74

車庫・会議室
鉄骨造
平屋建

車庫・会議室
鉄骨造
平屋建

Ｓ61年2月 94.42

車庫・会議室
鉄骨造
平屋建

中消防署
西出張所内

車庫・会議室
鉄骨造
2階建

43.74

Ｓ59年10月 90.00

H17年3月

90.00

87.48

所　　在　　地 種　　　別 構　　造 建築年月
面積（㎡）

107.17

90.00

87.48

87.48

92.30

90.00

94.42

108.00

92.87

車庫・会議室

車庫・会議室
鉄骨造
2階建

Ｓ62年12月 45.00

Ｓ58年12月

43.74

項目
分団名
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ｲｽｽﾞ KR-NKS81GAR H15.9.11 4,770cc A-2 長 野

ﾗﾋﾞｯﾄ P455 H19.12.3 635(46PS) B-3 ﾏ ｷ ﾀ 沼 津

ﾄﾖﾀ QDF-GDH206V H30.9.21 2,750cc

ｲｽｽﾞ BDG-NMS85AN H22.12.14 2,990cc A-2 モ リ タ

ﾄ-ﾊﾂ VC42AS H20.11.7 617(46PS) B-3 ト ー ハ ツ

ﾄﾖﾀ KG-LH188ｋ H13.12.12 2,980cc

ｲｽｽﾞ 2PG-NMS88AN R2.3.12 2,990cc A-2 モ リ タ

ﾄ-ﾊﾂ VC42AS H20.11.7 617(46PS) B-3 ト ー ハ ツ

ｲｽｽﾞ KR-NKS81GAR H15.9.11 4,770cc A-2 長 野

ﾄ-ﾊﾂ VC42AS H20.11.7 617(46PS) B-3 ト ー ハ ツ

ｲｽｽﾞ TKG-NMS85AN H30.3.9 2,990cc A-2 モ リ タ

ﾗﾋﾞｯﾄ P455 H19.12.3 635(46PS) B-3 ﾏ ｷ ﾀ 沼 津

ﾄﾖﾀ CBF-TRH226K H18.11.2 2,690cc

日野 PD-X2U378M H17.12.9 4,009cc A-2 モ リ タ

ﾄ-ﾊﾂ VC42AS H20.11.7 617(46PS) B-3 ト ー ハ ツ

ﾄﾖﾀ R8.3.31 2,750cc

ｲｽｽﾞ TDG-NMS85AN H26.3.3 2,990cc A-2 長 野

ﾗﾋﾞｯﾄ P455 H19.12.3 635(46PS) B-3 ﾏ ｷ ﾀ 沼 津

ﾄﾖﾀ KG-LH182K H11.10.27 2,980cc

日野 2KG-XZU685M R5.3.14 4,000cc A-2 モ リ タ

ｼﾊﾞｳﾗFF400 R4.11.25 635(46PS) B-3 ｼ ﾊ ﾞ ｳ ﾗ

ﾄﾖﾀ QDF-GDH206V R2.7.29 2,750cc

ｲｽｽﾞ 2PG-NMS88AN R7.10.29 2,990cc A-2

ﾗﾋﾞｯﾄ P455 H18.11.16 635(46PS) B-3 ﾏ ｷ ﾀ 沼 津

ｲｽｽﾞ 2PG-NMS88AN R4.3.17 2,990cc A-2 モ リ タ

ﾄｰﾊﾂ VC42AS R7.12.8 617(46PS) B-3 ト ー ハ ツ

ｲｽｽﾞ 2PG-NMS88AN R2.12.21 2,990cc A-2 モ リ タ

ﾄｰﾊﾂ VC42AS R7.12.8 617(46PS) B-3 ト ー ハ ツ

ｲｽｽﾞ P-FE315BN改 H27.2.12 2,990cc A-2 モ リ タ

ﾄｰﾊﾂ VC42AS R7.12.8 617(46PS) B-3 ト ー ハ ツ

日野 2KG-XZU685M R5.3.14 4,000cc A-2 モ リ タ

ｼﾊﾞｳﾗFF400 R4.11.25 635(46PS) B-3 ｼ ﾊ ﾞ ｳ ﾗ

日野 2KG-XZU685M R4.9.27 4,000cc A-2 モ リ タ

ﾄｰﾊﾂ VC42AS R6.11.18 617(46PS) B-3 ト ー ハ ツ

ｲｽｽﾞ TKG-NMS85AN H29.3.3 2,990cc A-2 モ リ タ

ﾄ-ﾊﾂ VC42AS R6.11.18 617(46PS) B-3 ト ー ハ ツ

ｲｽｽﾞ TKG-NLS85AN H25.3.11 2,990cc A-2

ﾄ-ﾊﾂ VC42AS R6.11.18 617(46PS) B-3 ト ー ハ ツ

日野 2KG-XZU685M R5.9.25 4,000cc A-2 モ リ タ
ﾄ-ﾊﾂ VC42AS R6.11.18 617(46PS) B-3 ト ー ハ ツ

消防団車両・動力ポンプ仕様一覧表
(令和8年4月1日現在)

消防ポンプ車両形式
購入

年月日

総排気量
又は

定格出力
製造会社小型動力ポンプ形式

人 員 搬 送 車 形 式

ポンプ
級別

第 1 稚 松 分 団

第 2 芦 城 分 団

第 3 安 宅 分 団

3DF-GDH206V

第 4 牧 分 団

第 5 板 津 分 団

第 6 白 江 分 団

日本機械

モ　　リ　　　タ

第 7 苗 代 分 団

第 8 御 幸 分 団

第 9 粟 津 分 団

第 15 金 野 分 団

第16大杉谷分団

第 17 西 尾 分 団

第 10 月 津 分 団

第11矢田野分団

第 12 那 谷 分 団

第 13 中 海 分 団

第 14 国 府 分 団

分団名

項目
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1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
年 年
未 以
満 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 上

1 1 3 1 1 1 1 1 1 6

実

員

合

計

定

員

消防団車両車齢一覧表

車　　　　　　　　　　　　　齢

(令和8年4月1日現在)

車両
台数
(台）

平均
車齢
（年）

17 9.7

車　　種

ポンプ車

消防団員階級別定員・実員数
(令和8年4月1日現在)

団

長

副

団

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員

1 1

1 4 1

23 23

6

11 161 2

2 2

24

1 1

1 1

17

24

23

1 1 2

2 3 14 21

2 10 16 19

20

19

1 1 2

2 2

3 13 25

1 1 1610

1 1 2

2 3 13 20

3 21 28

1 1

30

3

1 1

2

26

26 23

28

1 1 2

2

1 1

3 19 26

21

1 1 2

2 2 13

1 1 20 27

2 2 14 201 1

19

1 14 21

2 2 11 17

2 3

20

1

18

1

1 4

4

19 18

19

37635 43

13

2 2 13

2 2

23

25

25619 18

1

11

1 1 2

20

19 20

19

410

1

35 43 290

2 10 16

消 防 団 本 部

女 性 分 団

第 1稚松分団

第 2芦城分団

第 3安宅分団

第 ４ 牧 分 団

第 5板津分団

第 6白江分団

第 7苗代分団

第 17西尾分団

実 員 合 計

定 員

第 8御幸分団

第 9粟津分団

第 10月津分団

第11矢田野分団

第 12那谷分団

第 13中海分団

第 14国府分団

第 15金野分団

第16大杉谷分団

階 級

分団名
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消防団員諸手当

支 給 単 位

団 長 106,000 円

副 団 長 81,000 円

分 団 長 66,000 円

副 分 団 長 59,000 円

部 長 57,000 円

班 長 56,000 円

団 員 54,000 円

令 和 8 年 度 予 算 額 円

1 1 1

1 1 2

8 10

4

16 11 10

10 7 16

2 1 2

4 4 4

6 6 6

18 13 13

小 松 市 長 表 彰 12 7 17

小 松 市 消 防 団 長 表 彰 17 16 18

合 計 87 79 99

勤 続 5 年

竿 頭 綬

功 労 章

功 績 章

勤 続 功 労 章

勤 続 10 年

精 績 章

永 年 勤 続 功 労 章

功 労 章

銀 盃

永 年 勤 続 功 労 章

地 域 活 動 表 彰

褒 状 等 （ 災 害 ）

永 年 勤 続 功 労 章

特 別 功 労 章

功 績 章

24

2

機関員報酬出動報酬

月回

1,400円
（１ヶ分団3名まで）

856,800円

火災その他の災害防
ぎょ、鎮圧警戒等に従事
したもの。

4時間未満　4,000円
4時間以上　8,000円
その他　　 　2,000円
職務の危険性、困難
性、その他特別の事由
による必要がある場合、
市長が定める額を支給
する。

22,200,000円

1

6

令和7年

79

5

10

12

8

1

1

1

3
石川県消防協会長表彰

総 務 省

消 防 庁 長 官 表 彰

日 本 消 防 協 会 長 表 彰

石 川 県 知 事 表 彰

褒 章

国 土 交 通 省 防災功労者内閣総理大臣表彰

9

1

8

20

年額報酬

年

令和3年 令和4年

22,809,000

消防団員表彰（過去5年間）

令和5年 令和6年

14

86

1

14

5

4

1

1

3

9

2

年 度
表彰の種類

種 別

階 級
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4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

合 計

合　計

1

4

19

18

35

43

256

37628

4

10

6

4

38

50

32

1

2

1

1

8

4

4

10

13

7

9

1

1 13

74

3

6

58

6

49

12

51

56

3

1

5年以上
10年未満

4

25年以上
30年未満

20年以上
25年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

774

580

318

619

15

67

55

69

30年以上

208

469

(令和8年4月1日現在)

消防団員勤続年数表

891276

4,193 8,22648 1,108

94 418

2,123

75

97

416

396

237

925

259

1,676

1,493

1468

1,316

202

88

93

57

69

89

93

92

182

19

59

111

78

277

58

329 96

90

93

93

団 長

42

103

754

合 計

副分団長

部 長

班 長

団 員

副 団 長

分 団 長

5年未満

90

90

2

消防団員出動状況
(令和7年度)

捜　　索 演習訓練 点　　検 広報・他 合　　計

57 9031 81

災　　害

139

56

140

51

50

116

17

月別

区分

年数

階級
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5

1

3

1

1

1

2

1

1

5

3

1

5

30

第2芦城分団

第3安宅分団

第 4 牧 分 団

第5板津分団

第6白江分団

第7苗代分団

5 3

1

4

2

1 3

364

7

3

27

2

3

20

16

19

262

3

1

2

53

3 13

2

消 防 団 本 部

女 性 分 団

第1稚松分団 6

(令和8年4月1日現在)

第17西尾分団

第8御幸分団

第9粟津分団

第10月津分団

第11矢田野分団

第12那谷分団

第13中海分団

第14国府分団

第15金野分団

第16大杉谷分団

2

2

2

17

21

6 4

消防団員年齢調べ

1 6

16251

(令和8年4月1日現在)

55　60
歳　歳
以　未
上　満

60
歳
以
上

合
　
　
計

35　40
歳　歳
以　未
上　満

50　55
歳　歳
以　未
上　満

40　45
歳　歳
以　未
上　満

20
歳
未
満

20　25
歳　歳
以　未
上　満

25　30
歳　歳
以　未
上　満

30　35
歳　歳
以　未
上　満

23

26

20

16

16

21

20

28

2

2

1

2

1

2

1

4

2

2

3473

2

1

2

4

1

4

4

3

1

1 1

2

5

1

5 4

72

3

1

3

4

1

1

3

3 1

1 2

43 4

6

2 4 5

2

6

14

4

1

3 1 7

1

322

2

3

3762 9

13

2 31 194

4

25

2

1

28

196

12

被雇用者 自営業者

262 73 376

50

合計家族
従業員

その他

（平均年齢46.1歳）

合　　　計 34 57

職業構成 就業形態

66 75

消防団員職業調べ

13 16 347 29

国家
公務員

地方
公務員

特殊法人
等公務員

その他

45　50
歳　歳
以　未
上　満

6

1 2

2

1 1

8

2

1 2

41 3

1

1

1

年 齢

分団名
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31

実施
回数

市大会優勝分団の、第7苗代分団が出場した。

全分団が出場し、人員服装点検・機械器具点検・
小隊訓練・ポンプ車操法訓練等を実施する。

285

1 103

1

1 2

119 2,002

4

7

秋 季 火 災
防 ぎ ょ 訓 練

全分団が出場する火災防ぎょ訓練。

分
団
訓
練

訓練を通し地域住民の防災意識向上、災害時の
初期対応力の向上を図る。

小 隊 ・ ポ ン プ
車 操 法 訓 練

火災防ぎょ訓
練

訓練を通し消防技術の向上を図る。

消防団研修・訓練実施状況
(令和7年度)

警 防 教 育

幹 部 教 育
指 揮 幹 部 科
分団指揮課程

団員としての責務を認識させるとともに知識と規律
等を習得し資質の向上を図る。

機関員としての知識及びポンプ車の構造等を熟知
させるとともに安全管理の徹底を図る。

消防団員における、火災防ぎょ及び防災に関する
知識の向上を図る。

部隊を取りまとめる知識・技術の修得を図り、消防
団全体の災害対応能力の強化を図る。

ド ロ ー ン
操 作 訓 練

区　　　　分

所
属
研
修

人　員内　　　容　　・　　目　　　的

71

1 3

4,731

43

316

1,104

東部防災ステーションを活用し、各分団で連携訓
練を行い、消防技術の向上を図る。

1 250

34517

合　　　　　　　　計

揚水訓練

全分団が出場する火災防ぎょ訓練。

374

1

204

1

そ の 他

消 防 団 総 合
訓 練 大 会

県 ポ ン プ 車
操 法 大 会

春 季 火 災
防 ぎ ょ 訓 練

学
校
研
修研

　
 
　
　
　
修

ボート取扱い訓練
訓練を通し水害時の救出方法など技術の向上を
図る。

女性消防団員
専門知識向上
セ ミ ナ ー

戸別訪問や街頭活動などにより住民への普及啓
発活動を行っているが、最近の火災予防などの専
門的知識や救急救命などの技能の習得を図る。

災害現場の状況把握や検索に資するドローンを配
備し、消防団等に対する教育・訓練を実施すること
により、消防団等の災害対応能力の向上を図る。

普通救命講習
会Ⅱ ( Ａ Ｅ Ｄ )

機 関 員 研 修

自主防災訓練

新任消防団員研修

救命処置の基礎及び実技の習得を図る。

訓
 
 
 
 
 
 
練

訓
練
大
会

1

1

16

1 18

154

28
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しみん防災館 

(小松市民防災センター) 

 

 

 

 

 

 

 

 



設 立 趣 旨

施設の概要 場所　　　小松市園町ホ110-1

 1階　3次元立体映像シアター

45席（車椅子スペース2席を含む）

250インチ・大型スクリーン

3D映像「マグニチュード・7 私の証言」17分

 2階　防災体験ホール

消火体験

煙体験

応急救護体験

住宅耐震補強例、家具転倒防止措置例の展示

地震等の過去の災害映像データベース

防災学習（火災、地震、応急手当、水害等）

防災ライブラリ（DVD、ビデオ、書籍)

開 設 平成12年4月13日

開 館 時 間 午前9時～午後5時（入館は午後4時まで）

休 館 日 年末年始（12月27日～1月5日）

利 用 申 込 希望日の10日前までに所定の申込書で予約

事 務 局 小松市消防本部予防課　ＴＥＬ：0761-20-2706(直通)

幼児防災教室　／　小学生防災教室　／　中高生防災教室　／　高齢者防災講座

市民防災講座　／　事業所防災講座　／　地域自主防災講座　／　外国人防災講座

救急救命講座（資格取得）　／　救急救命講座（その他）　／　視察・見学

しみん防災館概要

受 講 で き る
講 座 等

　住民が防災知識や技術を体験的に習得することによって、防災への動機づけを促

し、防災意識の高揚と防災知識、技術の向上を図るとともに防災ボランティアの育成、

自主防災組織の活性化を推進し、個人レベル、地域レベルで防災対応能力を向上さ

せ、災害に強いまちづくりをめざすもの。

座席数

スクリーン

映像ソフト
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H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

3,281 2,750 2,783 3,139 943 1,082 1,342 1,349 1,483 1,627

271 234 297 94 10 31 167 159 126

536 283 239 401 3 2 59 244 368 294

合 計 4,088 3,267 3,319 3,634 946 1,094 1,432 1,760 2,010 2,047

H28 H29 H30 R１ R2 R3 R4 R5 R6 R7

保 育 所 ・
幼 稚 園 児

11 12 8 9 1 4 4 6 5 3

小 学 校 30 30 24 42 33 31 38 41 39 37

中 学 校 2 1 2

高 等 学 校 2 1 1

高 齢 者 ・
障 害 者

4 6 4 3 1 3 12

各種ｻｰｸﾙ・
一般･その他

1 1

企 業 ・
事 業 所

37 21 19 12 3 4 10 11 15 14

町 内 会 ・
公 民 館

5 5 2 2 2 2 3 1 2

婦 人 会 ・
女 性 団 体

4 3 2

視察 ・ 見学 31 19 24 22 1 1 5 9 20 13

フ リ ー 17 15 19 16 4 2 4 10 5 4

合 計 139 111 103 107 42 44 67 82 90 87

来館者の状況

小松市内

石川県内
（除小松市内）

石川県外

来館者の団体種別件数

区

年度

年度
区分

区分

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

（人）

（年度）

石川県外

石川県内

（除小松市内）

小松市内

（件）

（人）
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講座別来館者状況

防火・防災等ＤＶＤ・ビデオ保有数

防火・防災等図書保有数

200

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

(人）

13

167 79

小 学 校
防 災 教 室

1,871 1,716 1,611 2,291 899 875 1,001 1,130 1,142 1,405

幼児防火教室 594 425 365 446 18 107 128

29 46

高 齢 者
防 災 講 座

31 15 20 26

中 高 生
防 災 教 室

31 40 44 31 58

45

市民防災講座 211 74 70

事 業 所
防 災 講 座

599 466 186 150 14 30 80 66

10 12 15

140 164

30 49

救急救命講座
（ 資 格 取 得 ）

52 42

地 域 自 主
防 災 講 座

114 37 51 30 20 7

466 292
視 察 ・ 見 学
そ の 他

567 425 711 485 3 40 130 226

救急救命講座
（ そ の 他 ）

15 40 37

フ リ ー 34 53 254 74

合 計 4,088 3,267 3,319 3,634 946 1,094 1,432 1,760

12 12 16 39 36 12

2,010 2,047

一般向

24

救急関係

4

子供向

34

ＰＲ

4

事業所用

20

防炎品

3

（冊）

震災関係

21

自然災害 子供用 その他

9 21

（本）

133

合計
20

消防設備

3

自然災害

14

研修関係

7

危険物関係

合計

51

区分
年度
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小松市防火協会 
（設  立） 

    昭和41年12月9日、小松市に協会が創立された。 

（目  的） 

常に消防機関との連絡を保ち、事業所等における一般火気及び危険物の保安に努め、大地震等の

防災体制や消防用設備等の整備改善など、防火・防災管理に関する研究を行い、災害予防に努力す

るとともに、会員相互の連絡協調により各事業所等の能率向上と市民共同の福祉増進に寄与することを

目的とする。 

（組  織）  

市内に所在する消防法第8条（防火管理者）及び第36条（防災管理者）に定める防火対象物並びに

法第11条（製造所等の設置）により許可を受けた危険物の貯蔵所（取扱所）の管理について、権原を有

する者及び本会の趣旨に賛同した者をもって組織している。 

（事  業） 

1. 防火・防災管理者の研究及び消防用設備等の改善充実に関すること 

2. 防火・防災管理者、防火・防災責任者、危険物取扱者の育成及び講習会の開催に関すること 

3. 災害防止と防火思想の普及、宣伝に関すること 

4. 災害予防のために必要な対策の研究、視察に関すること 

5. 火災予防資料の調査収集、配布に関すること 

6. 会員相互の融和、連絡協調に関すること 

7. 消防用設備器具及び図書等の購入斡旋に関すること 

8. 会員並びに防火・防災協力者、施設内の従業員等の表彰に関すること 

9. その他本会の目的達成について必要なこと 

 

小松市少年女性防火委員会 
（設  立） 

    昭和54年11月25日、小松市に委員会が設置された。 

（目  的） 

市内の少年消防クラブ及び女性防火クラブの普及発展を図るとともに、クラブ相互並びに関係機関と

の連絡調整を図り、火災予防の普及徹底と地域防災思想の向上を期することを目的とする。 

（組  織） 

    市内の各女性防火クラブ及び少年消防クラブの指導者をもって組織している。 

（事  業） 

1. クラブの育成強化に関すること 

2. クラブの相互連絡に関すること 

3. 火災予防に対する協力 

4. 火災予防について、調査研究 

5. その他、この会の目的達成に必要な事業 



31 39 3 11 8 5 5 10 9 4 5 1 5 5

31 39 3 11 8 5 5 10 8 4 5 1 5 5

6 5 0 2 3 6 2 4 3 0 0 1 6 0

202 202 0 92 170 255 146 646 502 0 0 143 411 0

14 12 6 7 17 10 6 2 14 3 6 7

14 11 6 7 9 7 6 2 14 3 6 7

4 0 1 9 2 1 5 0 1 3 15 2

650 0 50 310 19 122 584 0 43 368 782 199

自主防災組織結成町内会の状況
(令和8年4月1日現在)

校下
・

地区

稚
　
松

芦
　
城

安
　
宅

牧
犬
　
丸

荒
　
屋

能
　
美

日
　
末

向
本
折

今
　
江

串

中
　
海

東
　
陵

金
　
野

第
　
一

苗
　
代

町内会数

組織数

訓練数

参加人員

蓮
代
寺

地域自衛消防隊設置状況

矢
田
野

月
　
津

合
計

町内会数 245

組織数 232

西
　
尾

波
佐
谷

符
　
津

木
　
場

粟
　
津

那
　
谷

校下
・

地区

国
　
府

訓練数 81

参加人員 5,896

隊　数 隊　員　数 主な資機材（1隊につき）

41隊 453人

小型動力ポンプ 1台

ホ　 　 ー　  　ス 5～10本

管　　　そ　　　う 1～2本

 と　　　び　　　口 1～3本

女性消防隊設置状況

隊　数 隊　員　数 主な資機材（1隊につき）

9隊 77人

 小型動力ポンプ 1台

 ホ　 　 ー　  　ス 5～7本

管　　　そ　　　う 1～2本

クラブ数 0 5 5

クラブ員数 0 46

少年消防クラブ設置状況

小学校単位 地区単位 合　　　計

クラブ員数 84 1122 1206

46

幼年消防クラブ設置状況

クラブ数 2 12 14

公立保育所 私立保育所 合　　　計
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協定等の締結機関 協定等の締結先 応援協定等の名称 締結年月日

小松市消防本部 小松警察署 警察消防共助協定 昭和30年5月1日

小松市消防本部
大阪航空局
小松空港事務所

小松空港における航空機事
故に対する消火救難活動に
関する協定

昭和49年7月10日

小松市
石川県、県内各市町村
及び各事務組合

石川県消防広域応援協定 平成3年8月1日

小松市 石川県内8市
石川県内8市災害時相互応
援協定

平成7年9月6日

小松市消防本部 航空自衛隊小松基地
航空自衛隊小松基地及びそ
の近傍地域における消火活
動の相互支援に関する覚書

平成7年12月19日

小松市 勝山市
勝山市、小松市災害時相互
応援協定

平成8年2月14日

小松市 高山市
小松市、高山市災害時相互
応援協定

平成8年3月7日

小松市 石川県
石川県消防防災ヘリコプ
ター応援協定

平成9年4月1日

小松市消防本部 航空自衛隊小松基地
航空自衛隊小松基地と小松
市消防本部の間の専用電話
回線の設置に関する覚書

平成10年1月8日

小松市 社団法人小松市医師会
災害時の医療救護に関する
協定書

平成11年8月10日

小松市 加賀市
小松市､加賀市消防相互応
援協定

平成24年7月1日

小松市 高岡市
小松市、高岡市災害時相互
応援協定

平成17年12月1日

小松市

金沢市
白山野々市広域事務組
合
能美市
加賀市

高速自動車国道北陸自動
車道における消防及び救急
業務応援協定

平成29年4月1日

小松市 能美市
小松市・能美市消防相互応
援協定

平成29年4月1日

小松市
加賀市
能美市

小松市、加賀市及び能美市
消防広域連携及び効率的
運用に係る合意書

令和6年4月1日

消防相互応援協定等の状況
(令和8年4月1日現在)
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沿　革

昭和23年 3月 7日 消防組織法施行

フォード24消防ポンプ車（市原製）2台、常備消防部員15名

8月 1日 消防法施行

12月 23日 常備消防部員定数27名となる。（実員15名）

昭和24年 2月 9日 8名増員　23名
12月 31日 4名増員　27名

昭和29年 10月 1日 消防本部（消防署）開設、ポンプ車4台、職員28名

昭和30年 4月 1日 江沼郡月津、矢田野、那谷及び能美郡中海村の4ヶ村を編入合併
消防団は13分団、団員305名

昭和31年 3月 1日 国家消防本部より消防功労表彰旗授与（消防本部、消防団）
9月 7日 消防用中短波無線電話　固定局、移動局各1局開局
9月 30日 能美郡金野、西尾、大杉谷、新丸、国府（一部を除く）の5ヶ村を編入合併、消

防団は19分団、団員445名

昭和32年 11月 15日 職員8名増員　36名
12月 1日 南分署開設、ポンプ車1台、職員8名
12月 5日 消防用中短波無線電話　固定局1局増設開局（南分署）

昭和33年 4月 10日 消防団　定員428名

昭和34年 5月 29日 損保協会よりニッサンFS-582、1959年式ポンプ車（日機製）の寄贈を受ける。

昭和35年 10月 14日 消防用中短波無線電話　移動局及び携帯各1局増設開局
固定2　移動2　携帯1の5局となる。

昭和37年 9月 30日 消防団18分団　定員413名

昭和39年 4月 1日 職員定数　53名
4月 20日 小松ライオンズクラブより、ニッサンセドリックバン1964年式救急車の寄贈を受

ける。
4月 28日 救急業務を開始する。

昭和41年 5月 13日 新庁舎建設敷地購入

昭和42年 4月 1日 職員定数　62名
9月 1日 救急業務実施政令指定

昭和43年 3月 30日 超短波無線電話基地1　移動2局開局（中短波無線局廃止）
4月 1日 職員定数　76名
4月 10日 新庁舎落成、業務開始（消防本部・消防署）園町ホ62

旧庁舎跡に小馬出町出張所開設　ポンプ車1台　職員8名
7月 1日 消防本部課制実施（2課4係）
9月 30日 トヨペットクラウン43年式救急車（国消B型）購入

10月 18日 ヤマハYA6、43年式赤バイ（超短波携帯無線付）購入
11月 4日 損保協会よりイスズTXG-10、43年式水槽付ポンプ車（森田製1,600L)の寄贈

を受ける。
12月 20日 石油商業組合より超短波携帯無線電話2局の寄贈を受ける。

昭和44年 4月 1日 職員定数　81名    粟津温泉出張所開設　ポンプ車1台　職員4名
12月 18日 イスズTXG-50、44年式屈折梯子車（森田製15ｍ級）購入

昭和46年 4月 1日 職員定数　86名
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昭和47年 12月 21日 超短波無線電話　県内波増設（消防無線狭帯域化による）
12月 26日 日本道路公団よりトヨタRH18V型47年式救急車の寄贈を受ける。

南分署救急業務を開始する。

昭和48年 4月 1日 職員定数　93名
消防本部、署の組織が次のように改正される。
消防本部　　2課　5係
消防署　　5係
南分署　　2係
小馬出町出張所
粟津温泉出張所

昭和49年 4月 1日 職員定数　107名
4月 30日 ミツビシ6DB10AF型49年式Ⅱ型化学消防ポンプ自動車購入
7月 1日 消防署の通信指令係を通信指令室に昇格させ通信指令業務の充実を図る。

昭和50年 5月 1日 南分署が南消防署に昇格、2署制実施とともに本部、署の組織が次のとおり
改正される。
消防本部　　2課　5係　1室
中消防署　　4係
　　　　　　　　小馬出町出張所
南消防署　　4係
　　　　　　　　粟津温泉出張所

5月 26日 中消防署西出張所開設　ポンプ車1台　職員8名
8月 27日 日本消防協会よりトヨタRH11V型50年式救急車の寄贈を受ける。

昭和51年 8月 10日 日本消防協会より小型動力ポンプ（B2級）積載車（トヨタハイエース）の寄贈を
受ける。

10月 14日 小松ライオンズクラブよりニッサンキャラバン1976年式救急車の寄贈を受ける。

昭和52年 6月 1日 職員定数　109名

昭和53年 6月 28日 小松市消防音楽隊　発隊　隊長以下34名
11月 20日 通信指令室改装　　消防庁B型　救急指令装置の運用を開始

日本損害保険協会よりニッサンディーゼルCM90E改53年式水槽付ポンプ車
（吉谷製1,600L）の寄贈を受ける。

昭和54年 4月 1日 職員定数　111名
消防本部、署の組織が次のとおり改正される。
消防本部　　3課　1室　7係
中消防署　　5係
　　　　　　　　小馬出町出張所
　　　　　　　　西出張所
南消防署　　5係
　　　　　　　　粟津温泉出張所

5月 23日 中消防署中央出張所開設（旧小馬出町出張所を芦田町へ移転改称）
5月 29日 小松ライオンズクラブより、ニッサンキャラバン54年式救急車の寄贈を受ける。
7月 1日 地下水位定時観測開始（消防本部前、埴田町ﾄ474中村宅井戸）なまずの会

の（神奈川県温泉地学研究所内）会員となる。

昭和55年 2月 25日 ミツビシFK115改良型55年式（長野製）救助工作車購入
5月 13日 消防訓練塔完成（鉄筋コンクリート造り5階建、延245㎡）

昭和56年 9月 18日 日本消防協会よりニッサンJ-EPGE23改56年式救急車の寄贈を受ける。
12月 21日 小松ガス株式会社よりトヨタハイエース改、救急車の寄贈を受ける。

昭和57年 1月 25日 南消防署粟津温泉出張所新庁舎落成
4月 4日 職員定数　115名
10月 1日 消防署の組織が次のとおり改正される。
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中消防署　　6係
　　　　　　　　中央出張所
　　　　　　　　西出張所
南消防署　　6係
　　　　　　　　粟津温泉出張所

昭和58年 4月 1日 消防音楽隊カラーガード隊結成　隊員12名
8月 5日 日本消防協会よりニッサンアトラス改58年式救出救助用資器材搬送車の寄付

を受ける。
12月 5日 消防テレホンサービス業務を開始する。

昭和59年 4月 1日 職員定数　118名
10月 1日 消防署の組織が次のとおり改正される。

中消防署　　8係
　　　　　　　　中央出張所
　　　　　　　　西出張所
南消防署　　8係
　　　　　　　　粟津温泉出張所

11月 26日 日本防火協会よりニッサンキャラバン改59年式防火広報車の寄贈を受ける。

昭和60年 4月 17日 南消防署新庁舎落成

昭和61年 1月 7日 防災対策用ファクシミリシステムの運用を開始する。
7月 17日 中消防署仮眠室改造工事完成
11月 17日 消防（団）本部にパーソナルコンピューターを設置する。

昭和62年 8月 3日 消防音楽隊第2期カラーガード隊発足　隊員10名
8月 28日 日本消防協会よりトヨタハイエース2B型救急車の寄贈を受ける。
12月 3日 小型除雪車（ホイルローダー）購入

昭和63年 1月 10日 現場本部用消防無線機（10w）購入
4月 1日 職員定数　120名
9月 14日 日本損害保険協会よりミツビシP-FK417F改63年式水槽付ポンプ車（長野製

1,700L）の寄贈を受ける。
11月 28日 消防音楽隊発足10周年記念演奏会を小松市公会堂で開催する。

平成2年 3月 1日 救急用無線電話、基地局1、移動局3を開局する。
４月 1日 職員定数　125名　　実員　121名
5月 1日 消防音楽隊第3期カラーガード隊発足　隊員8名
8月 3日 日本消防協会より、イスズエルフ改2年式電源照明車の寄贈を受ける。
8月 5日 市政50周年を記念し、木場潟公園において「消防フェスタ」を開催する。
11月 29日 ミツビシU-FU415N改2年式はしご車（森田製35m）を購入する。

平成3年 1月 7日 南消防署のファクシミリ運用を開始する。
3月 22日 日野U-RR3HJBA3年式人員搬送車を購入する。
9月 5日 小松市救急医療対策連絡協議会を発足する。

平成4年 2月 19日 日本損害保険協会よりニッサンT-KTGE24、2B型救急車の寄贈を受ける。
10月 住宅防火診断5ヶ年計画をスタートさせる。

平成5月 4月 1日 職員定数　129名　　実員　129名
衛星通信を利用した石川県防災無線の運用を開始する。

9月 23日 消防音楽隊発足15周年記念演奏会を小松市公会堂で開催する。

平成6年 4月 1日 消防本部警防課の組織が次のとおり改正される。
消防本部警防課情報管理室　統制指令係　情報システム係
各出張所のファクシミリ運用を開始する。

10月 4日 小松市消防本部開設40周年記念式典を市民センターで開催する。

平成7年 4月 1日 消防オンライン・ネットワーク運用を開始する。

-77-



6月 1日 消防音楽隊第４期カラーガード隊発足　隊員10名
9月 5日 緊急消防援助隊登録　登録隊（救助部隊）数1隊

12月 1日 女性分団発足　15名
12月 11日 金沢信用金庫よりスバルサンバー応急手当普及指導車の寄贈を受ける。

平成8年 3月 1日 地震津波職員参集装置の運用を開始する。
4月 1日 消防団19ヶ分団　定員428名

消防署の組織が次のとおり改正される。
中消防署　　9係
              　中央出張所
              　西出張所
南消防署　　9係
              　粟津温泉出張所

10月 1日 小松市消防職員委員会設置　　委員長1名　　委員8名

平成9年 4月 1日 職員定数　148名　　実員138名
高規格救急車（弁慶号）の運用を開始する。
新庁舎建設、起工式が行われる。

8月 7日 日本消防協会よりニッサンGB-SK2F23、機材車の寄贈を受ける。

平成10年 3月 新庁舎基礎部免震装置完成
11月 8日 消防音楽隊発足20周年記念演奏会を小松市公会堂で開催する。

平成11年 4月 16日 新庁舎並びに消防緊急情報システムが完成し、業務を開始する。
5月 22日 新庁舎落成式が行われる。

平成12年 4月 1日 消防本部組織の機構改革が行われ、係制を廃止し、担当制に改正する。
試行的に警防課情報管理室及び消防署の勤務体制を2部制から3部制に移
行する。

4月 13日 小松市民防災センターが開設し、業務を開始する。

平成13年 1月 12日 高規格救急車（富樫号）の運用を開始する。
4月 1日 本格的に勤務体制3部制を実施する。

インターネットによる消防ホームぺージの運用を開始する。

平成14年 2月 7日 (財)日本消防協会より防災広報車(マツダカペラ)の寄贈を受ける。
3月 20日 小松中央ライオンズクラブより防災普及指導車(スズキエブリィバン）の寄贈を受ける。

平成15年 2月 1日 消防情報支援システムの運用を開始する。
4月 1日 職員定数　148名　　実員　131名
4月 17日 小松ガス株式会社より災害支援車（日野2.6tクレーン付）の寄贈を受ける。

11月 23日 消防音楽隊発足25周年記念演奏会を小松市公会堂で開催する。

平成16年 3月 26日 緊急消防援助隊登録　登録隊（内訳下記）数7隊　登録人数26名
救助部隊1隊、救急部隊3隊、特殊災害部隊（水難救助隊）1隊
その他特殊装備隊（梯子隊）1隊、後方支援隊（人員搬送隊）1隊

4月 1日 職員定数　148名　　実員　131名
9月 30日 小松市消防本部開設50周年記念式典を市民センターで開催する。

平成17年 4月 30日 JR線高架完成に伴い中央出張所を廃止する。

平成18年 2月 13日 高規格救急車（義経号）の運用を開始する。
4月 1日 住宅防火対策推進本部を開設する。

職員定数　148名　　実員　127名
6月 6日 粟津神経サナトリウムより調査2号車（トヨタノア）の寄贈を受ける。

11月 9日 こまつAEDステーション登録事業開始
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平成19年 2月 23日 (財)日本消防協会より団指令車（ニッサンエクストレイル）の寄贈を受ける。
4月 1日 東部地区の交通量増加及び人口増加傾向に伴い、中消防署東出張所を開

所する。
消防署の組織が次のとおり改正される。
中消防署
　　　　　　　　東出張所
　　　　　　　　西出張所
南消防署
　　　　　　　　粟津温泉出張所
職員定数　148名　　実員　124名

平成20年 4月 1日 職員定数　130名　　実員　126名
9月 9日 高規格救急車（利常号）の運用を開始する。

11月 9日 消防音楽隊発足30周年記念演奏会を小松市公会堂で開催する。

平成21年 4月 1日 職員定数　130名　　実員　124名
5月 1日 職員定数　130名　　実員　123名

12月 21日 (社)日本損害保険協会より、トヨタ高規格救急車（弁慶号）の寄贈を受ける。

平成22年 4月 1日 緊急消防援助隊登録　登録隊（内訳下記）数5隊　登録人数20名
消火部隊１隊、救助部隊1隊、救急部隊１隊、後方支援部隊1隊
その他特殊装備隊（梯子隊）1隊
消防本部警防課及び情報管理室を廃止し、防災指令課（防災担当・指令担
当）に変更する。
職員定数　130名　　実員　128名

平成23年 2月 22日 社会資本整備総合交付金効果促進事業により、日野BDG-RR7JJBA式防災
用避難バスを購入する。

4月 1日 防災指令課の指令業務を特化、独立した指令センターを設置する。
職員定数　130名　　実員　127名

5月 19日 旧庁舎跡地の一部に補助訓練塔建設　鉄骨2階延べ31.13㎡

平成24年 1月 13日 旧庁舎跡地の一部に車庫建設　鉄骨平屋113.21㎡
4月 1日 職員定数　140名　　実員　131名

平成25年 1月 11日 小松ガス株式会社より指揮車（トヨタ ノア）の寄贈を受ける。
3月 1日 消防指令システムを更新し運用開始する。
4月 1日 職員定数　140名　　実員　136名

10月 1日 中消防署西出張所に高規格救急自動車を配置する。
11月 17日 消防音楽隊発足35周年記念演奏会を小松市公会堂で開催する。

平成26年 4月 1日 職員定数　140名　　実員　138名
9月 27日 小松市消防本部開設60周年記念式典を石川県こまつ芸術劇場うららで

開催する。

平成27年 １月 16日 高規格救急車（富樫号）防衛省補助事業で車両更新し運用開始する。
4月 1日 職員定数　140名　　実員　133名

11月 18日 総務省消防庁よりいすゞTKG-NMS85AN式消防ポンプ自動車が貸与される。
12月 27日 (財)日本消防協会より防災学習・災害活動車（トヨタ　ハイエース）の寄贈を受

ける。

平成28年 3月 19日 消防救急デジタル無線の運用を開始する。
4月 1日 職員定数　140名　　実員　136名
6月 1日 無人航空機の運用を開始する。

平成29年 4月 1日 職員定数　140名　　実員　135名
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平成30年 3月 16日 高規格救急車（義経号）防衛省補助事業で車両更新し運用開始する。
3月 29日 粟津神経サナトリウムより救助用ボート（10人乗りオープンデッキ型レスキュー

ボート)の寄贈を受ける。
11月 18日 消防音楽隊発足40周年記念演奏会を小松市公会堂で開催する。

平成３１年 3月 15日 高規格救急車（曳山号）防衛省補助事業で新規整備し運用開始する。
4月 1日 職員定数　140名　　実員　133名
4月 1日 救急5隊体制（中署救急2隊体制）を開始する。
4月 1日 予防課と総務課を統合し予防政策課に改編し、防災指令課を地域ぼうさい課

に課名変更する。また、市民防災センターの愛称名をしみん防災館とする。

令和元年 4月 1日 無人航空機2号機の運用を開始する。
5月 2日 新元号を記念し小松天満宮一円において消防観閲式を行う。
10月 1日 小松市民病院で救急隊員ワークステーションを運用開始する。

令和2年 2月 12日 アステラス製薬株式会社より高規格救急車（利常号）の寄贈を受ける。
4月 1日 職員定数　140名　　実員　133名
6月 1日 小松市LINE公式アカウント「LINEで防災」を運用開始する。
9月 1日 無人航空機3号機の運用を開始する。

令和3年 3月 10日 高規格救急車（弁慶号）防衛省補助事業で車両更新し運用を開始する。
4月 １日 第18尾小屋分団を第17西尾分団と統合し、消防団は17分団体制となる。

団員定数428名から410名に見直しする。
5月 １日 職員定数　140名　実員　136名
10月 １日 組織体制の見直しにより、火災予防業務と総務業務を所管していた予防政策

課から、総務業務を所管する消防総務課を独立させ、予防政策課の火災予
防業務部門と地域ぼうさい課を統合し、予防防災課に改編する。
無人航空機4号機の運用を開始する。

令和4年 4月 １日 職員定数　140名　実員　133名

令和5年 １月 12日 小松ガス株式会社より、災害対応指揮車（トヨタハイエース）の寄贈を受ける。
1月 13日 日本消防協会より、消防団活動車（三菱、エクリプスクロス）の寄贈を受ける。
4月 １日 職員定数　140名　実員　133名
4月 １日 指令センターを情報指令課に格上げする。
10月 １日 35m級梯子車を防衛省補助にて車両更新を行い、中消防署に配備する。

令和6年 2月 18日 消防音楽隊発足45周年記念演奏会を石川県小松市團十郎芸術劇場うららで
開催する。

4月 １日 職員定数　140名　実員　133名
4月 １日 水上バイクの運用を開始する。
9月 28日 小松市消防本部開設70周年記念式典を小松市民センターで開催する。
10月 8日 東部消防防災ステーションの運用を開始する。

令和7年 3月 １2日 水槽付消防ポンプ車を防衛省補助事業で車両更新を行い、中消防署に配備
する。

4月 １日 職員定数　140名　実員　138名
4月 １日

令和8年 2月 19日 高機能消防指令システムを更新し運用開始する。
4月 1日 職員定数　140名　実員　135名

組織体制の見直しにより、予防防災課は火災予防業務を所管する予防課と
災害対応業務を所管する警防課に再編し、加えて情報指令課を消防指令セ
ンターとして警防課の傘下に配置する。また、粟津温泉出張所に救急車を配
備し、これにより市内全署所に救急車を配備する。
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小松消防のあゆみ 

 

 本市消防組織の起源については、遠くは江戸時代の享保年間にその端を発し、奉行の指図配下にお

かれたものとして、当時の町内16ヶ町、1ヶ町ごとに町内会所を設け、各町内では多いもので14組、少ない

もので3組に分けて、1組につき「火事札」と称するもの3枚を手渡し、これらの者を「火事場詰め」とし計216

人、「町内会詰め」100人、「御下徒衆」4人、総計320人とした記録が残っている。また、消防用具としては、

大団扇、竹梯子、水籠、車桶、ざい（火叩き）、かけや、熊手などを使用し、家屋等を破壊することにより延

焼を防止するものであった。（石川県消防史より） 

 その後、明治11年5月、石川島監獄よりドイツ製の腕力ポンプ1台を購入したのを機会に組織の充実強化

を図り、城下を橋北、橋南の2組各50人を充てて組織し、それを橘組、常磐組と称して当時の火災に活躍し

たものである。 

 明治27年には、勅令第15号消防組規則によって小松消防組が誕生。組員130名、腕力ポンプ1台、軽便

ポンプ4台をもって、ようやく消防組としての形態を備える。 

明治43年8月には市原式28馬力蒸気ポンプ、大正9年7月には鈴木式プランジャーポンプ、更に昭和4

年には日消グラハム20馬力タービン自動車ポンプ等と、次第に充実されたことは、明治以後の西洋文化の

影響による機械力の発展を物語っている。 

 ところが、昭和5年3月、橋北地区目抜き通りの約680戸、続く昭和7年10月、今度は橋南地区の繁華街 

1,000戸余りを烏有に帰し、全域に等しい大惨害を被ることになる。 

当時、気象条件の悪影響、地水利の不備、初期消火の敗退、消火器材の老朽、貧困等々の原因で大

災害となったことは、今なお市民の記憶に残るところである。この時より常備消防の設備、機械器具や地水

利の整備改善が住民の間で世論として沸出し、同時に大衆の努力が結集され、遂に昭和8年2月常備消

防が発足する。機械器具としては、当時の新鋭車、市原製のフォード24馬力消防ポンプ車2台を相前後し

て購入し、6名の常備員を配して消防任務に当たるのであるが、二度にわたる大火災のもたらした刷新とは

いいながら、当時の住民と当局の一体となった、その努力、熱意には全く敬服するものがある。 

 更に、昭和12年には街の復興もほぼ完成し、上下水道が敷設されることになり、水道消火栓が設置され

るに及んで、消防事情は一段と好転する。また、昭和15年には近隣1町6ケ村の合併が実現。小松市制が

施行され、時代の推移によって消防組も警防団となり、団長以下600余名を本部及び9ヶ分団に分け、市の

警備に当たったのである。常備消防もまた人員12名に増員され、訓練技能の錬磨に努め、大いにその機

能を発揮し面目躍如たるものがあった。 

 その間にも、第二次世界大戦の終結を見、昭和22年消防組織法が生まれ、翌昭和23年にこれと表裏一

体の消防法が施行されるに至り、警防団は新たに小松消防団として発足。常備消防は、昭和24年2月及び

10月にそれぞれ8名と4名が増員され、総員27名となる。 

 当時、常備消防は人員機械力を充実したのみであったが、消防組織法の命ずるところと諸般の消防情勢
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に対応し、遂に昭和29年10月1日、小松市消防本部（小松消防署）に発展、ここに名実ともに自治体消防と

しての機構を整備するに至ったのである。 

 しかしながら、昭和30年4月には旧月津村ほか3ヶ村が、翌31年9月には第二次として旧金野村ほか4ヶ村

が相次いで市編入合併をみるに至り、極めて膨大な警備区域を包括することとなった。従って消防機構も

必然的に改善されることとなり、まず昭和32年12月には消防署南分署が粟津駅前に誕生。人員機械器具

もそれぞれ新規に拡充をし、市南部地区の災害警備等に即応することとなる。 

 さらに、昭和39年16名、昭和42年9名、昭和43年には14名の増員を図るとともに、多年懸案の近代的永

久庁舎を市内園町の要所に完成。同時に小馬出町出張所を旧庁舎跡に開設。人員庁舎ともに近代消防

への飛躍的発展を成し遂げたのである。 

 また、昭和44年には粟津温泉、那谷寺観光施設の災害に対処するため粟津温泉出張所を開設。要員5

名の増員を行うとともに、中高層化する市街地、温泉地のビル火災に対応するため15m級屈折梯子付ポン

プ自動車を購入。併せて切断機、呼吸器等の各種救助器具の配備。昭和46年には、粟津温泉出張所に

さらに5名の人員拡充を図るなど、高層ビル火災対策、人命救助対策の強化、整備を行う。 

 一方、昭和47年10月、北陸自動車道の一部開通に伴い、日本道路公団から救急車の譲渡を受け、高速

道路における救急業務を開始。翌48年には7名の増員を図り、南分署に救急隊1隊を配備。激増する救急

業務の効率的運用を行う。 

 昭和48年、折しも全国的に大規模災害が多発、地震時等における消防体制を確保するため携帯無線機

15機を購入。広く消防機動化を推進するとともに、昭和49年、化学消防ポンプ自動車を配備。大規模危険

物火災、航空機災害に備える。 

 明けて昭和50年、社会の高度成長とともに増大する消防需要に対処するため、小松市消防も一大機構

改革を実施。南分署を消防署に昇格させ二署制とし、本部、署の事務再配分を行うとともに、同年5月安宅

地区に西出張所を開設。高速道路、小松空港への警防体制も整備される。 

 昭和53年6月、消防職員の情操を高め士気を鼓舞するとともに、市民との交流を密にすることによって、

消防への理解を深め円滑な消防行政及び火災予防の推進を目的に、消防音楽隊を組織する。同年11月

には消防業務の円滑な運用を促進し、あらゆる災害に対処するため、消防庁B型救急指令装置の配備を

行う。 

 昭和55年2月、複雑多様化する災害に対処するため、各種の救助器具器材を備えた救助工作車を配備

する。また、同年5月には訓練塔が完成。大規模建物、中高層化する建築物の災害に即応出来るよう、人

命救助、ビル火災に対する救助技術、火災防ぎょ技術の向上を図る。 

 昭和57年1月、南消防署粟津温泉出張所が、現在地に近代的な新庁舎として完成する。 

 昭和58年4月、消防音楽隊に12名のカラーガードを編成することにより、消防広報活動の一助となる。同

年12月には消防テレホンサービス業務を開始し、火災状況や近年全国的に多発傾向にある自然災害、ま

た休日の病院状況などの情報を、より早く市民に知らせることにより、事前の自主防災体制の強化を目指

す。 
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 昭和60年4月、南消防署の新庁舎が完成し、南部地区の消防力の強化が図られる。 

 昭和61年1月、ニューメディアの一つでもあるファクシミリ通信網を利用し、県市町村間を結ぶ防災対策用

ファクシミリシステムの運用を開始し、災害情報収集、伝達の迅速・的確化を強化する。 

 昭和63年1月、無線通信困難な場所での各種災害に備え、現場本部用消防専用超短波無線機（10W）

を配備し、よりスムーズな情報収集、伝達が図られる。 

 平成2年3月1日、年々増加する救急出動に対応して、新たに救急専用無線の運用を開始し、火災、救急

の同時出動時の情報混乱を回避、情報収集、伝達を的確化するとともに、同年11月待望の35m級梯子車

を配備し、高層建築物災害に対する消防力の強化を行う。 

 平成3年9月、高齢化社会、疾病構造の変化あるいは予期せず発生する集団救急等に対処し、時代に即

応した円滑な救急医療体制の実現に向け、関係機関がお互いに連携し協議するため、小松市救急医療

対策連絡協議会を設立。また、翌年2月には救急業務の更なる高度化を実施するため、救急隊2隊に無振

動ベッドを装備した救急車を配備する。 

平成4年10月から、住宅火災による死者の発生を防止するため、住宅用防災機器等の普及を目的とした

住宅防火診断を開始。パソコンを利用し5ヶ年で市内全世帯の防火診断を実施する計画で、初年度は3，0

00世帯を終了する。この事業は、平成10年に市内全世帯の診断を終え、終了する。 

 平成5年10月、救急業務の高度化と併せて救命率の向上を図るため、国の方針に基づき、小松市におい

ても応急手当普及啓発活動実施要綱を定める。これにより、応急手当普及啓発活動を積極的に推進し、

市民の自主救護能力の開発を図るために、上級救命講習会等の講習会の実施を始める。現在も、より多く

の市民が応急手当の必要性を認識するため、「受講修了者1万人」をスローガンに運動を展開した。 

 平成6年10月、昭和29年10月1日に当消防本部が開設されて40周年を迎えるにあたり、節目として小松

市消防本部開設40周年記念式典を開催する。式典では、日本損害保険協会より神戸大学教授室崎益輝

氏を講師として招き、21世紀の安全哲学「地域の防災を考える」の演題で講演会を開催する。 

 平成7年12月1日、小松市消防団に県内2番目の女性分団を設置する。女性特有のやさしさ、きめ細やか

さを生かし、住民の防災意識の高揚を図るため、積極的に住民啓発活動を展開することにより、消防団の

イメージアップ、活性化に貢献している。 

平成8年10月28日、小松市木場潟公園を主会場として、石川県防災総合訓練が開催される。 

平成9年2月に導入された高規格救急車は、市民の公募の中から「弁慶号」と名付けられ、救急業務の

高度化とPRを図る。その後、平成13年1月及び平成18年2月に導入された高規格救急車は、それぞれ「富

樫号」、「義経号」と名付けられる。 

 平成9年10月1日、消防庁舎としては全国で2例目となる、免震装置が施された鉄筋コンクリ－ト4階建の

新庁舎（総事業費1,214百万円）の起工式が行われ、平成11年4月の完成を目指し工事が開始される。 

 平成11年4月16日、新庁舎並びに最新のコンピュータ技術を駆使した、消防緊急情報システムが完成し、

市民の負託に応えるべく小松市の防災拠点として新たに業務を開始する。 平成12年4月1日、消防本部

組織の機構改革を行い、係制を廃止し担当制を実施する。 試行的に、警防課情報管理室及び消防署の
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勤務体制を2部制から3部制へ移行する。 

 平成12年4月13日、庁舎内に市民の防災学習の場として小松市民防災センターを開設し、立体映像シア

ターを利用した市民防災講座等の各種体験学習講座を開講。平成13年4月から2階体験ブース（消火、救

急、煙体験）を拡充し、市民への防災学習の指導を計画的、積極的に開始する。 

 平成13年4月1日、試行を終え、本格的に勤務体制3部制を実施する。また、国のIT推進計画に基づき、

インターネットによる消防ホームページの運用を開始。小松消防のPRを担っている。 

平成15年2月1日、消防本部が管理、使用する各種データベースを電算化、効率化、ペーパーレス化し、

各種データベースの共有化により、迅速、確実な消防行政の実現を図ることを目的とし、消防情報支援シ

ステムの運用を開始する。 

平成15年9月、火災情報や災害情報を携帯電話メールで配信するサービスを開始する。このことにより、

防災関係者には初動体制の早期確立、また市民には防火防災に関する啓蒙に役立っている。 

平成16年を表す世相漢字「今年の漢字」が全国公募された結果、「災」が1位になるほど、日本にとって

災害の多い年であった。過去最多となった10個の台風が日本列島に上陸したのをはじめ、10月23日には

大きな被害をもたらした新潟県中越地震、7月13日には新潟県豪雨、さらに同月18日には福井県豪雨、そ

して猛暑など日本は記録的な天災に相次いで見舞われる。これらの災害は、小松市にも影響を及ぼす。

新潟と福井の両県で発生した豪雨災害では、2度にわたり石川県緊急消防援助隊として現地で災害救助

活動を行い、また10月20日には台風23号による風水害が小松市内各地で発生、梯川右岸8町に小松市で

初めて避難勧告が発令される。 

平成16年9月30日、昭和29年10月1日に当消防本部が開設されて50周年を迎えるにあたり、節目として

小松市消防本部開設50周年記念式典を開催し、21世紀の決意を新たにする。式典では、京都大学防災

研究所巨大災害研究センターよりセンター長河田惠昭氏を講師として招き、「あなたは次に何が起こるかイ

メージできますか？」の演題で講演会を開催する。 

平成17年4月30日、中央出張所廃止。平成14年11月18日JR線高架完成に伴い、踏切による緊急出動

の妨げが無くなったことから、約26年間の歴史に幕を閉じる。 

平成17年6月21日、平成16年6月の消防法一部改正に伴い、小松市火災予防条例の一部を改正し、住

宅用火災警報器の設置が義務化となった。小松市では、新築住宅で平成18年6月1日から既存住宅で平

成20年5月31日までの設置を義務付けた。 

平成18年4月16日、消防本部に住宅防火推進本部を設立、署及び出張所に相談センターを開設する。 

平成18年11月26日、小松市安宅海浜公園を主会場として、石川県総合防災訓練が開催される。 

平成19年3月25日、石川県能登半島地震により、石川県消防広域応援隊として、輪島市、門前町一帯

へ、救急隊、救助隊が出動、支援活動を行う。 

平成19年4月1日、小松市住宅用火災警報器助成事業補助金交付要綱を制定、広く全世帯に住宅用火

災警報器の設置促進を図ることを目的として、低所得の高齢者のみの世帯を対象に支援をするため、助成

事業をスタートさせる。 
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また、国道8号線小松バイパスの全線開通に伴う東部地区の交通量の増大に加え、人口も増加傾向に

あることから、増加が予想される救急要請や火災等の災害に対応する為、西軽海町地内の交通の要所に

中消防署東出張所を開設する。当消防本部で初となる女性消防士を採用し、消防分野においても、女性

の力を活用し、組織の活性化や住民サービスの向上を目指す。 

平成20年9月9日、米軍再編交付金事業により、小松市として4台目となる高規格救急車「利常号」を中

消防署に配備し運用を開始する。 

平成22年4月1日、警防課及び情報管理室を廃止し、防災指令課（防災担当・指令担当）に変更する。 

平成23年4月1日、防災指令課の指令業務を特化、独立した指令センターを設置する。 

平成25年3月1日、平成11年4月に導入した消防緊急情報システムの老朽化に伴い、発信地表示システ

ム、GPS付き車両運用端末装置、Web119等ICTを駆使した消防指令システムを導入、指令センターの機能

強化を図る。 

平成25年7月29日、大雨により統計開始以来最大の雨量が観測され、21町13，110人に対し避難指示、

5町4，281人に対し避難勧告が発令される。また、河川の増水に伴う水防活動のため、石川県知事より航

空自衛隊第6航空団司令に対し災害派遣要請がなされる。 

平成25年10月1日、救急需要の増加と現場到着時間の短縮を図る為、中消防署西出張所に高規格救

急車を配備する。 

平成26年9月27日、昭和29年10月1日に当消防本部が開設されて60周年を迎えるにあたり、節目として

小松市消防本部開設60周年記念式典並びに総務省消防庁共催の平成26年度住宅防火防災推進シンポ

ジウムを開催する。 

平成28年3月19日、消防救急活動の高度化及び電波の有効活用の観点から、消防救急デジタル無線

の整備を行い運用開始する。その際、南署に前進基地局を追加し、粟津温泉地区における無線不感地域

を解消する。 

平成28年6月1日、災害現場での情報収集活動の強化を図る為、無人航空機（ドローン）の運用を開始

する。 

平成29年12月1日、職員の精神的な障害の予防と心の健康を促進し、職場環境の活性化を図るため、

「こころの委員会」を設置する。 

平成30年1月10日から13日、2月4日から7日まで、全国的に記録的な大雪に見舞われ、小松市において

も最大積雪深107cm(測定地：南加賀土木総合事務所)を観測、交通網の遮断、家屋の倒壊など、市民生

活に大きな影響を与えた。非番、週休の職員も招集し、消火栓除雪や孤立世帯安否確認など雪害対応に

あたる。 

平成30年3月23日、近年、風水害などの自然災害の増加に伴い、消防団員の活動の重要性が高まって

いることから、地域防災力の充実強化を目的に、第17西尾分団拠点施設を増改築する。 

平成30年11月19日、同年1月、2月の記録的な大雪を鑑み、消防団に18台の小型除雪機を配備する。 

平成31年4月１日、消防本部組織の機構改正が行われ、予防課と総務課を統合し、予防政策課に改編



 

-86- 

し、防災指令課を地域ぼうさい課に課名変更するとともに、市民防災センターの愛称名をしみん防災館と

する。また、救急件数の増加に伴い、救急5隊体制（中署救急2隊体制）を開始する。  

令和元年5月2日、新元号を記念し小松天満宮一円において消防観閲式を行う。 

令和元年10月1日、小松市民病院で救急隊員ワークステーションを運用開始し、最新の医療機器のもと

救急隊員の技術、知識の向上を図る。 

令和2年4月1日、違反対象物公表制度を施行し、重大な消防法違反の是正強化を図る。 

令和2年6月1日、火災情報や災害情報を携帯電話（スマートホン）で配信するサービス、小松市公式ア

カウント「LINEで防災」を運用開始する。 

令和3年4月1日、第18尾小屋分団を第17西尾分団と統合し、消防団は17分団体制となる。また、団員定

数428名から410名に見直しする。 

令和3年10月1日、組織体制の見直しにより、火災予防業務と総務業務を所管していた予防政策課から、

総務業務を所管する消防総務課を独立させ、予防政策課の火災予防業務部門と地域ぼうさい課を統合し、

予防防災課に改編する。 

令和4年7月1日、ドローン隊（通称 FFS）を発足し、各種災害においてドローンを用いた円滑かつ効率

的な運航を図る。 

令和4年8月4日、過去最大級の大雨により、同日、12時00分、小松市内全域47,76７世帯、106,575人に

対して緊急安全確保が発令され､梯川、滓上川の氾濫により、住宅全壊3棟、半壊149棟、一部破損6棟、

床上浸水100棟、床下浸水988棟、人的被害、重傷者2名、軽傷者6名の被害を受け、「激甚災害」に指定さ

れる。 

令和5年4月1日、予防防災課指令センターを課に昇格し、「情報指令課」とし、消防本部を3課体制とす

る。 

令和5年10月1日、35m級梯子車を車両更新し、高層建築物災害に対する消防力の強化を行う。 

令和6年9月28日、昭和29年10月1日に当消防本部が開設されて70周年を迎えるにあたり、節目として小

松市消防本部開設70周年記念式典並びに防災講演として、防災システム研究所 所長山村武彦氏の講

演を開催する。 

令和6年10月8日、東部地区の豪雨災害からの復興と、重症者の緊急搬送の迅速化や、地域防災力の

更なる強化を図ることを目的に東部消防防災ステーションの運用を開始する。 

令和7年4月1日、組織体制の見直しにより、予防防災課は火災予防業務を所管する予防課と災害対応

業務を所管する警防課に再編し、加えて情報指令課を消防指令センターとして警防課の傘下に配置する。

  また、粟津温泉出張所に救急車を配備し、これにより市内全署所に救急車を配備する。 

令和8年2月19日、平成25年3月1日に更新した消防指令システムの老朽化に伴い、災害現場と消防本

部間のリアルタイム映像交信機能等を備えた高機能消防指令システムに更新する。 
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